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【過去問 1】 

次の実験について，問いに答えなさい。 

（北海道 2012 年度） 

図１のように，家庭で使われている，白熱電球Ａ，Ｂ，電球型の蛍光灯Ｃ，Ｄを用意し，コンセント

につないでそれぞれ 100Ｖの電圧を加えた。しばらくした後，Ａ～Ｄの明るさを比較し，それぞれの表

面温度を測定した。表はこのときの実験結果である。なお，実験に用いた白熱電球Ａには，図２のよう

に「100Ｖ―40Ｗ」と表示されていた。 

 図１ 図２ 

   
表 

  白熱電球Ａ 白熱電球Ｂ 蛍光灯Ｃ 蛍光灯Ｄ  

 明るさ 
Ｃとほぼ同じ明

るさ 

Ａ，Ｃより 

明るい 

Ａとほぼ同じ 

明るさ 

Ａ，Ｃより 

暗い 
 

 表面温度 141℃ 182℃ 77℃ 67℃  

 

問１ 次の文の  ⑴  ， ⑵  に当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。 

 家庭に供給される電気エネルギーは，火力発電をはじめ，原子力発電，水力発電などによって得られて

いる。このうち，火力発電では，燃料を燃焼させることにより，燃料のもつ  ⑴  エネルギーを熱エネ

ルギーに変換して高温・高圧の水蒸気をつくり，発電機を回転させて発電している。また，水力発電で

は，水を落下させることにより，水のもつ  ⑵  エネルギーを運動エネルギーに変換し，発電機を回転

させて発電している。 

問２ 次の文は，実験結果から，蛍光灯が白熱電球に比べて電気エネルギーから光エネルギーへの変換効率が

高いことを説明したものである。 ⑴  に当てはまる白熱電球と蛍光灯の組み合わせを，ア～エから１つ

選びなさい。また， ⑵  に当てはまるように表から読みとれることを書きなさい。 

 蛍光灯が白熱電球に比べて変換効率が高いのは，熱エネルギーとして失われる割合が低いからである。こ

のことは， ⑴  の実験結果を比較したとき，白熱電球と蛍光灯の明るさは    ⑵    から判断で

きる。 

ア 白熱電球Ａと蛍光灯Ｃ イ 白熱電球Ａと蛍光灯Ｄ 

ウ 白熱電球Ｂと蛍光灯Ｃ エ 白熱電球Ｂと蛍光灯Ｄ 

問３ この実験で用いた白熱電球Ａが，３分間に消費する電気エネルギーは何Ｊか，求めなさい。ただし，白

熱電球Ａは表示どおりの電力を消費するものとする。 
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問１ 
⑴   

⑵   

問２ 

⑴   

⑵  

問３   Ｊ 

 

問１ 
⑴ 化学 

⑵ 位置 

問２ 

⑴ ア 

⑵ 
例 

ほぼ同じであるが，表面温度は蛍光灯の方が低いこと 

問３ 7200 Ｊ 

 

問２ 蛍光灯と白熱電球が同じ電気エネルギーを得た場合，白熱電球の方が熱エネルギーとして失われる割合が多

いため，光エネルギーに使われる割合が少なくなる。よって，電気エネルギーから光エネルギーへの変換効率

は，白熱電球に比べて蛍光灯の方が高い。 

問３ 消費する電気エネルギーは，消費する電力量と同じで，電気器具を１Ｗの電力で１秒間使用したときの電力

量は１Ｊである。電力量[Ｊ]＝電力[Ｗ]×時間[s]より，40[Ｗ]×180[s]＝7200[Ｊ] 
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【過去問 2】 

電流とエネルギーについて，次の問いに答えなさい。 

（青森県 2012 年度） 

問１ 図１は，クルックス管（真空放電管）の電極Ａが－極に，電極Ｂが＋極になるように高電圧をかけたと

きの真空放電のようすを模式的に表したものである。図２は，電極ＡＢ間に図１と同じ大きさの電圧をか

けたまま，さらに電極ＣＤ間に電圧をかけたときに，光っている部分が曲がったようすを模式的に表した

ものである。次のア～ウに答えなさい。 

 図１ 図２ 

  

ア けい光板に当たり，けい光板を光らせている粒子を何というか，書きなさい。 

イ 図２のようすから，けい光板に当たりけい光板を光らせている粒子と電極Ｄについて述べた文として適

切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 粒子は＋の電気をもち，電極Ｄは＋極である。 

２ 粒子は＋の電気をもち，電極Ｄは－極である。 

３ 粒子は－の電気をもち，電極Ｄは＋極である。 

４ 粒子は－の電気をもち，電極Ｄは－極である。 

ウ 電極ＡＢ間の電流の流れについて述べた文として適切なものを，次の１～４の中から一つ選び，その番

号を書きなさい。 

１ 電極Ａから電極Ｂの向きに流れる。 

２ 電極Ｂから電極Ａの向きに流れる。 

３ 電極Ａから電極Ｂ，電極Ｂから電極Ａの向きに，交互に流れる。 

４ 流れない。 

 

問１ 

ア   

イ   

ウ   

 

問１ 

ア 電子 

イ ４ 

ウ ２ 

 

問１ 粒子は電子であり，このような現象を真空放電という。この光っている部分は陰極線という。 
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【過去問 3】 

図１のような装置を用いて，次の実験１，２を行った。電極Ｘは

直流電源装置の＋極に，電極Ｙは－極につながっている。また，Ｈ字

管には水に水酸化ナトリウムを少量溶かした溶液が入っている。 

実験１ 装置に，ある大きさの電圧をかけ，電圧計が 12Ｖを示し

たとき，電流計は図２のようになった。このとき，電極Ｘ，

Ｙから気体が発生していた。 

実験２ Ｈ字管に一定の大きさの電流を２分間ずつ流し，電極Ｘ

から発生する気体の体積をそれぞれ測定した。図３は，その

結果を表したものである。 

図１ 

 

図２ 図３ 

  

次の問１～問３に答えなさい。 

（青森県 2012 年度） 

問１ 水に水酸化ナトリウムを溶かした溶液を使う理由を書きなさい。 

問２ 実験１について，次のア，イに答えなさい。 

ア Ｈ字管全体を抵抗と考えたとき，Ｈ字管全体の抵抗の大きさは何Ωか，求めなさい。 

イ 図１のＰ点に抵抗を直列につなぎ，電圧計が 12Ｖを示すように電圧をかけた。このとき，電極Ｙから発生

する気体の体積は，実験１で電極Ｙから発生する気体の体積と比べて，どのようになるか書きなさい。ま

た，そのようになる理由を書きなさい。ただし，電圧をかける時間はどちらも同じ時間とする。 
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問３ 実験２の結果から，Ｈ字管に一定の大きさの電流を８分間

ずつ流したとき，流れた電流と電極Ｙから発生する気体の体積

の関係を表すグラフをかきなさい。ただし，電流を流した時間

と発生する気体の体積は比例するものとする。 

 

 

問１  

問２ 

ア   Ω 

イ 

体積   

理由 

 

問３ 
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問１ 水に電流を通しやすくするため。 

問２ 

ア ５Ω 

イ 

体積 減少する。 

理由 
抵抗を直列につなげると全体の抵抗が大きくなり，電

流の大きさが小さくなるため。 

問３ 

 

 

問２ ア R[Ω]＝12[Ｖ]÷2.4[Ａ]＝5[Ω] 

イ 抵抗を直列につなぐと，全体の抵抗は大きくなり電流が流れにくくなる。 

問３ 電極Ｙから発生する気体は水素，電極Ｘから発生する気体は酸素で， 水の電気分解を化学反応式で表すと，

２H₂O →２H₂＋O₂となり，その体積比は水素：酸素＝２：１である。また，電流を流した時間と発生する気

体の体積は比例するので，８分間流すと体積は４倍になる。 
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【過去問 4】 

電気分解とエネルギーの関係について調べるため，次のような実験を行いました。これについて，あとの問

１～問４に答えなさい。 

（岩手県 2012 年度） 

実験 

 簡易電気分解装置をうすい水酸化ナトリウム水溶液

で満たし，図のように電源装置，電圧計，電流計を接続

して回路をつくった。ただし，ａとｂは電圧計をつない

だ点である。 

 電源装置のスイッチを入れると，簡易電気分解装置の

両方の電極から気体が発生した。 

 10分後，電源装置のスイッチを切った。 

図 

 
 

問１  で気体が発生した簡易電気分解装置は，  で右

の図のようになっていました。次のア～エのうち，電極

Ａから発生した気体の性質や特徴として正しいものは

どれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。また，

電極Ｂで発生した気体は何ですか。化学式で書きなさ

い。 

ア 空気中に 21％含まれている。 

イ 重そうを加熱すると発生する。 

ウ 亜鉛に塩酸を加えると発生する。 

エ 空気よりも軽く，水に溶けやすい。 
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問２  で，電圧計の 15Ｖの端子を選ぶと，針は右の図

のようにあまり大きく振れませんでした。電圧の大き

さをより正確に測定するために，別の端子につなぎか

えました。次のア～エのうちから，最も適当な接続を一

つ選び，その記号を書きなさい。 

 

 ア イ 

   

 ウ エ 

   

問３ 次の文は，  でうすい水酸化ナトリウム水溶液に電気を流しているときの，気体の発生とエネルギー

の変換について述べたものです。文中の（ ① ），（ ② ）に入る最も適当なことばを，それぞれ書き

なさい。 

簡易電気分解装置内の気体は，電源装置から送られた（ ① ）エネルギーが（ ② ）エネルギー

に変換されることで発生した。 

問４  で，電圧計の値が 2.5Ｖになるように電源装置を調整し

たところ，電流計の針は右の図のようになりました。この簡易

電気分解装置の消費電力はいくらですか。単位をつけて数字で

書きなさい。 
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問１ 
電極Ａ   

電極Ｂ   

問２  

問３ 
①   

②   

問４  

 

問１ 
電極Ａ ウ 

電極Ｂ Ｏ２ 

問２ イ 

問３ 
① 電気 

② 化学 

問４ 0.1Ｗ 

 

問１ うすい水酸化ナトリウム水溶液の電気分解は水の電気分解ともいう。陽極では酸素が発生し，陰極では水素

が発生する。体積比は酸素:水素＝１：２である。 

問２ 大きい値の端子で正確に測定できないときは１つ小さい値の端子につなぎかえる。ｂが＋極，ａは－極で，

－極を３Ｖの端子につなげばよい。 

問３ 電気分解は電気エネルギーを利用して化学エネルギーを取り出す。 

問４ 50mA端子なので，流れている電流は 40mA＝0.04Ａ。電力は 2.5×0.04＝0.1[Ｗ]。 
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【過去問 5】 

理恵さんは，乾電池の側面に図１のような注意書きを見つけ，なぜ新旧

の乾電池を混ぜて使ってはいけないのかという疑問をもった。そこで，乾電

池メーカーに勤めている人に聞いたことをもとに実験を行い，次のようにま

とめた。あとの問１～問５に答えなさい。 

（秋田県 2012 年度） 

図１  

 

【実験Ⅰ】 新しい乾電池を豆電球につなぐと

明るくついたが，古い乾電池ではわず

かしかつかなかった。この２つの乾電

池にそれぞれ図２のように電圧計をつ

ないでその値を測定したところ，表１

のようになった。 

図２ 

 

表１ 
 新しい 

乾電池 

古 い 

乾電池 
 

電圧［Ｖ］ 1.50 1.48  

    

【実験Ⅱ】 図３のように，実験Ⅰで使用した

２つの乾電池にそれぞれ 10Ωの電熱線

をつなぎ，電圧と電流の値を測定した

ところ，表２のようになった。 

図３ 

 

表２ 
   

 新しい 

乾電池 

古 い 

乾電池 
 

電圧［Ｖ］ 1.40 0.80  

電流［Ａ］ 0.14 0.08  

    

 

問１ 図３の回路図をかきなさい。 

問２ 実験Ⅱで，新しい乾電池を使用したときの電力は何Ｗか，求めなさい。 

問３ Ｐ，Ｑにあてはまる語句や数値を書きなさい。 

問４ Ｒ，Ｓにあてはまる語句の正しい組み合わせは次のどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア （Ｒ 大きく，Ｓ 強く） イ （Ｒ 大きく，Ｓ 弱く） 

ウ （Ｒ 小さく，Ｓ 強く） エ （Ｒ 小さく，Ｓ 弱く） 
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問５ 実験Ⅰで測定した電圧をａ，実験Ⅱで測定した電圧をｂ，電流をｃとすると，乾電池の内部にある電気

抵抗の大きさを表す式は次のどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア ａ－ｂ＋ｃ イ (ａ＋ｂ)×ｃ ウ (ａ－ｂ)×ｃ エ 
 ａ＋ｂ 

ｃ
 オ 

 ａ－ｂ 

ｃ
 

 

問１ 

  

問２   Ｗ 

問３ 
Ｐ：   

Ｑ：  Ｖ 

問４   

問５   

 

問１ 

例 

 

問２ 0.196 Ｗ 

問３ 
Ｐ：  例  小さく 

Ｑ：  0.68 Ｖ 

問４ イ 

問５ オ 

 

問２ 電力[Ｗ]＝電圧[Ｖ]×電流[Ａ]より，1.40[Ｖ]×0.14[Ａ]＝0.196[Ｗ] 

問４ 乾電池の電圧は，実験Ⅱは実験Ⅰよりも，新しい乾電池は 1.50－1.40＝0.10[Ｖ]，古い乾電池は 1.48－0.80

＝0.68[Ｖ]小さくなる。したがって，古い乾電池のほうがより内部にある抵抗が大きいことがわかる。よっ

て，新しい乾電池だけのときよりも，新旧の乾電池を混ぜたときのほうが抵抗の和が大きくなり，電流は小

さくなる。 

問５ 内部にある抵抗をＲとすると，実験Ⅱの電圧ｂは，実験Ⅰの電圧ａよりも，ｃ[Ａ]×Ｒ[Ω]＝ｃＲ[Ｖ]分小

さくなるため，ｂ＝ａ－ｃＲと表せる。よって，Ｒ＝
 ａ－ｂ 

ｃ
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【過去問 6】 

電磁誘導とエネルギーの移り変わりについて，次の実験を行った。問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2012 年度） 

実験１ 

図１のように，赤と青の２個の発光ダイオー

ドを＋と－を逆にしてつないだものを，強力な

磁石，コイルおよび透明パイプで作った発電機

に接続した。 

 次に，発電機をふって，強力な磁石を動かし

たとき，発光ダイオードがどのように光るかを

調べた。 

実験２ 

図２のように，強力な磁石を糸につけた同じふ

りこを２つ用意し，一方には，ふりこの下に電熱線

をつないだコイルを置いた。 

 次に，糸がたるまないようにして，磁石を同じ高

さまで持ち上げて，静かに手をはなし，ふりこのふ

れる幅がどのように変化するかを調べた。 

図１ 

 

図２ 

 

問１ 次の文は，導線を流れる電流について述べたものである。①，②にあてはまるものは何か。それぞれ

ア，イのどちらかを選びなさい。 

電流が導線を流れているとき，①｛ア ＋  イ －｝の電気をもっている電子が，電源の②｛ア 

＋極から－極  イ －極から＋極｝に向かって移動している。 

問２ 図１のＡ，Ｂ，Ｃは，それぞれ発電機の下端，コイルの位置，上端を示している。実験１で，強力な磁

石がＡからＢに近づくときに赤い発光ダイオードが光ることが確認できた。次に，発電機をふって，磁石

をＡ→Ｂ→Ｃ→Ｂ→Ａ→・・・の順に動かした。このとき，磁石がＣ→Ｂ→Ａと移動する間の発光ダイオ

ードの光り方はどのようになるか。次のア～カの中から１つ選びなさい。 

ア 赤だけが光った。 イ 青だけが光った。 

ウ 赤→青の順に光った。 エ 青→赤の順に光った。 

オ 赤→青→赤の順に光った。 カ 青→赤→青の順に光った。 
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問３ 実験２で，ふりこがふれる幅は，電熱線をつないだコイルを置いた方が，はやく小さくなった。次の文

は，このときのエネルギーの移り変わりについてまとめたものである。①はあてはまることばを書き，②

は「電熱線」ということばを使って 15字以内で書きなさい。 

磁石がコイル上を通過するとき，磁石の力学的エネルギーの一部が  ①  に変わり，コイルに誘

導電流が流れる。また， ①  の大部分は，   ②    に変わって空気中に放出される。 

 

問１ 
①   

②   

問２  

 ①   

問３ 

② 

          

           

 

問１ 
① イ 

② イ 

問２ ウ 

 ① 電気エネルギー 

問３ 

② 

電 熱 線 で 生 じ る エ ネ ル 

 ギ ―         

 

問３ 電気エネルギーが 100％の効率で変換されることは，ほとんどあり得ない。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2012 年度） 

問６ 次の文中の  あ  にあてはまる語を書きなさい。また， い  にあてはまる数値を書きなさい。 

電圧の大きさがＥ〔Ｖ〕の電池と抵抗の大きさがＲ〔Ω〕の抵抗を，図１，図２のようにつなぎ電流

を流した。図２のような回路を  あ  回路という。また，点Ｐに２Ａの電流が流れるとき，点Ｑに流れ

る電流は  い  Ａである。 

図１ 図２ 

  
 

問６ 
あ    

い   Ａ 

 

問６ 
あ 並列 

い ８ Ａ 

 

問６ 枝分かれのある回路は並列回路という。図１の合成抵抗は２Ｒ[Ω]で，図２の合成抵抗は 0.5Ｒ[Ω]だから，

Ｖ＝ＩＲというオームの法則より，図２のＱには，図１のＰの４倍の電流が流れる。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2012 年度） 

問８ 電気抵抗が 20Ωの抵抗器に，4.OＶの電圧を加えたとき，何ｍＡの電流が流れるか。 

 

問８   mA 

 

問８ 200 mA 
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【過去問 9】 

電熱線ａと電熱線ｂを用いて，抵抗の大きさと電力の関係を調べる実験を行った。後の問１～問４に答えな

さい。 

（群馬県 2012 年度） 

［実験１］ 図Ⅰのような直列回路をつくり，電源の電圧を 4.0Ｖにした。電流計と電圧計を用いて回路に流れる

電流の大きさと，電熱線にかかる電圧の大きさを測定し，その結果を表Ⅰにまとめた。 

図Ⅰ 表Ⅰ   

 

 電流［mA］ 電圧［Ｖ］ 

電熱線ａ 
80 

3.2 

電熱線ｂ 0.8 

   

［実験２］ 次に，実験１で使用した電熱線ａと電熱線ｂを用いて，図Ⅱのような並列回路をつくり，電源の電圧

を 4.0Ｖにした。電流計と電圧計を用いて電熱線に流れる電流の大きさと，電熱線にかかる電圧の大きさ

を測定し，その結果を表Ⅱにまとめた。 

図Ⅱ 表Ⅱ 

 

 電流［mA］ 電圧［Ｖ］ 

電熱線ａ 100 
4.0 

電熱線ｂ 400 

   

問１ 実験１で，回路に流れる電流と電熱線ａにかかる電圧を測定するための回路図を，下の記号を用いてか

きなさい。ただし，電熱線ａと電熱線ｂがわかるように，それぞれａ，ｂを明記すること。 

 

問２ 実験１と実験２のそれぞれの回路で，２本の電熱線全体の抵抗の大きさはいくらか，書きなさい。 

問３ 実験１と実験２の回路で，次のア～エを，電熱線が消費する電力の大きいものから順に並べ，その記号

を書きなさい。 

ア 実験１の電熱線ａ イ 実験１の電熱線ｂ 

ウ 実験２の電熱線ａ エ 実験２の電熱線ｂ 

問４ 電源の電圧を等しくした実験１の直列回路と実験２の並列回路の２つの回路を比較したとき，２本の電

熱線全体の抵抗の大きさと２本の電熱線全体で消費する電力の関係についてわかることを，簡潔に書きな

さい。 
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問１ 

 

問２ 
実験１の回路   

実験２の回路   

問３ →     →     → 

問４  

 

問１ 

例 

 

問２ 
実験１の回路 50Ω 

実験２の回路 ８Ω 

問３ エ → ウ → ア → イ 

問４ 

例 

２本の電熱線全体の抵抗が小さい並列回路のほうが，消費する電力が

大きい。 

 

問２ 抵抗[Ω]＝電圧[Ｖ]÷電流[Ａ]より，実験１の抵抗は，(3.2＋0.8)[Ｖ]÷0.08[Ａ]＝50[Ω]  

また，実験２の抵抗は，4.0[Ｖ]÷(0.1＋0.4)[Ａ]＝８[Ω] なお，電熱線ａは 40Ω，電熱線ｂは 10Ω 

問４ ２種類の大きさの抵抗を直列と並列につなぎ，それぞれに等しい電圧をかけた場合，電力が大きいものから

順に並べると，並列回路の抵抗が小さい方＞並列回路の抵抗が大きい方＞直列回路の抵抗が大きい方＞直列

回路の抵抗が小さい方 
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【過去問 10】 

電源装置と電熱線を接続して回路をつくり，電熱線に加える電圧を変化させて電熱線に流れる電流の大きさ

を測定する実験と，電熱線を水の入った発泡ポリスチレンのカップの中に入れ，電圧を加えたときの水の温度の

変化を調べる実験を行いました。問１～問４に答えなさい。 

（埼玉県 2012 年度） 

実験１ 

図１の回路を使い，電気抵抗の大きさのわからない電熱線に加える電圧を０Ｖ，1.0Ｖ，2.0Ｖ，3.0Ｖ，

4.0Ｖ，5.0Ｖと変化させ，電熱線に流れる電流の大きさを測定した。下の表は，測定した結果をまとめた

ものである。 

 図１  

 表 電圧(Ｖ) 0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0  

 電流(ｍＡ) 0 105 190 300 410 495  

実験２ 

抵抗の大きさが１Ωの電熱線および４Ωの電熱線を使って，図２，図３のような回路をつくった。発泡

ポリスチレンのカップＡ～カップＤには，同じ温度で同じ質量の水が入っている。それぞれの回路全体

に 2.0Ｖの電圧を同じ時間加えて，カップ内の水をかき混ぜてから水の温度を調べた。 

図２ 

 

図３ 
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問１ 実験１の表をもとに，測定値を ● で表し，電熱線に加えた電圧と電熱線に流れる電流の関係を表すグラ

フを三角定規を用いて実線でかきなさい。また，電熱線に加えた電圧と電熱線に流れる電流の大きさには

どのような関係があるか簡潔に書きなさい。 

 

問２ 実験１の結果から，図１の電熱線の抵抗の大きさに最も近いものを，次のア～オの中から一つ選び，そ

の記号を書きなさい。 

ア 0.01Ω イ 0.1Ω ウ １Ω エ 10Ω オ 100Ω 

問３ 実験２について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 図２のように，電源装置と２つの電熱線が１本の道筋でつながっている回路の名称を書きなさい。ま

た，図３のように，電源装置と２つの電熱線が枝分かれした道筋でつながっている回路の名称を書きなさ

い。 

⑵ 次の表は，図２および図３の回路を流れる電流の大きさの関係をまとめたものです。表中の４つの  

     に「＋」または「＝」を入れて，関係を表す式を完成させなさい。 

 ただし，図２のｐ点，ｑ点，ｒ点を流れる電流の大きさをＩｐ，Ｉｑ，Ｉｒとし，図３のｓ点，ｔ点，ｕ点

を流れる電流の大きさをＩｓ，Ｉｔ，Ｉｕとします。 

図２の電流の大きさの関係 図３の電流の大きさの関係 

Ｉｐ      Ｉｑ      Ｉｒ Ｉｓ      Ｉｔ      Ｉｕ 

問４ 実験２のカップＡ～カップＤを水の温度が高くなった順に並べ，Ａ～Ｄの記号で書きなさい。また，そ

のような順になった理由を，数値を用いて説明しなさい。 
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問１ 

関係   

 

問２   

問３ 

⑴ 
図２   回路 

図３   回路 

⑵ 
Ｉｐ       Ｉｑ       Ｉｒ 

Ｉｓ       Ｉｔ       Ｉｕ 

問４ 

水の温度が高い順  

高い                  低い 

（ →    →    → ） 

理由  
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問１ 

関係 比例 

 

問２ エ 

問３ 

⑴ 
図２ 直列 回路 

図３ 並列 回路 

⑵ 
Ｉｐ   ＝   Ｉｑ   ＝   Ｉｒ 

Ｉｓ   ＝   Ｉｔ   ＋   Ｉｕ 

問４ 

水の温度が高い順 

高い                    低い 

（ Ｃ → Ｄ → Ａ → Ｂ ） 

理由 

例 

電熱線が消費する電力が大きいほど，発生する熱量は大き
いため，水の温度は高くなる。 
 それぞれのカップについて電力を求めると，Ａは
0.64(Ｗ)，Ｂは0.16(Ｗ)，Ｃは4.0(Ｗ)，Ｄは1.0(Ｗ)と
なるので，水の温度は高い方からＣ→Ｄ→Ｂ→Ａの順とな
る。 

 

問２ 抵抗[Ω]＝電圧[Ｖ]÷電流[Ａ]＝３÷0.3＝10[Ω] 電流の単位がアンペアであることに注意。 

問３ ⑵ 直列回路では，各部分を流れる電流の大きさは等しくなる。並列回路では，並列部分の電流の和がひとつ

になった部分の電流の大きさと等しくなる。 

問４ 電力が大きいと水の温度も高くなっていくので，電力[Ｗ]＝電流[Ａ]×電圧[Ｖ]より，それぞれの電力を求

めるとよい。 

図２は直列回路より，合成抵抗は１＋４＝５[Ω]だから，電流は 2.0[Ｖ]÷５[Ω]＝0.4[Ａ]となる。 

 カップＡの電圧＝0.4[Ａ]×４[Ω]＝1.6[Ｖ]，カップＢの電圧＝0.4[Ａ]×１[Ω]＝0.4[Ｖ]より， 

カップＡの電力は，0.4[Ａ]×1.6[Ｖ]＝0.64[Ｗ]，カップＢの電力は，0.4[Ａ]×0.4[Ｖ]＝0.16[Ｗ] 

また，図３は並列回路より，電圧はどこも同じになる。 

カップＣの電流＝2.0[Ｖ]÷１[Ω]＝２[Ａ]，カップＤの電流＝2.0[Ｖ]÷４[Ω]＝0.5[Ａ]より， 

 カップＣの電力は，２[Ａ]×２[Ｖ]＝４[Ｗ],カップＤの電力は，0.5[Ａ]×２[Ｖ]＝１[Ｗ] 

以上より，Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｂの順になる。 
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【過去問 11】 

電流と磁界の性質について調べるため，次の実験１，２を行いました。これに関して，あとの問１～問３に

答えなさい。 

（千葉県 2012 年度 後期） 

実験１ 図１のように，電源装置と電熱線，コイル，Ｕ字形磁石を用いて装置をつくり，磁界の向きや

電流の向きを変えたときに，コイルがどの向きに動くか調べた。 

 磁界の向き，電流の向きを図２のようにしたとき，コイルは矢印の向きに振れて止まった。 

図１ 図２ 

  

実験２ 図３のように，実験１で用いたコイルを検流計につなぎ，コイルは動かさずに棒磁石を動かし

て，コイルの中に入れたり出したりした。このとき，検流計の針が振れた。 

図３ 
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問１ 実験１で，磁界と電流が図２で示した向きであるとき，実験装置のＵ字形磁石の置き方と電源装置のつ

なぎ方を正しく表したものはどれか。次のア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書き

なさい。 

ア イ ウ エ 

    

問２ 実験１で用いた装置で，電熱線のかわりに次のア～エのように抵抗を接続し，それぞれ同じ大きさの電

圧をかけたとき，コイルの振れ方は変化した。ア～エをコイルの振れ方が大きいものから順に並べ，その

符号を書きなさい。 

ア 15Ωの抵抗を接続する。 

イ 10Ωの抵抗を接続する。 

ウ ２本の 10Ωの抵抗を直列につなぎ接続する。 

エ ２本の 10Ωの抵抗を並列につなぎ接続する。 

問３ 実験２で，検流計の針が振れたことから，コイルに電流が流れたことがわかる。このように，棒磁石を

コイルの中に入れたり出したりすると電流が流れる。この現象を何というか，最も適当なことばを書きな

さい。 

 また，実験２で，コイルに流れる電流をより大きくするには，どうすればよいか。その方法を簡潔に書

きなさい。ただし，コイルと棒磁石は同じものを使うものとする。 

 

問１   

問２  →    →    →  

問３ 
現象   

方法  

 

問１ ウ 

問２ エ → イ → ア → ウ 

問３ 
現象 電磁誘導 

方法 棒磁石をより速く動かす。 
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問１ 電流は＋極から－極に向かって流れる。また，磁界はＮ極からＳ極に向かうことから考える。 

問２ 同じ電圧をかけるので，抵抗が小さいほど大きい電流が流れ，コイルの振れ方も大きくなる。また，抵抗を

並列につなぐと，それぞれの抵抗の大きさよりも小さくなる。 
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【過去問 12】 

電圧や電流の大きさと電熱線の発熱の関係について調べるため，次の実験を行いました。これに関して，あ

との問１～問４に答えなさい。 

（千葉県 2012 年度 前期） 

実験 ① 発
はっ

泡
ぽう

ポリスチレンのコップに水を 100ｇ入れ，しばらくおいてから水温をはかった。このと

き，水の温度は 21.5℃で室温と同じであった。 

 ② 図１のような装置をつくり，電熱線にかける電圧を 3.0Ｖにして，回路に流れる電流を測定

した。 

 ③ 電圧と電流の大きさが変化しないことを確認しながら，１分ごとに水の温度を測定し，５分

後に電流をとめた。温度の測定は，水をゆっくりかき混ぜながら行った。 

 ④ 電熱線にかける電圧を 4.0Ｖ，5.0Ｖ，6.0Ｖにして同様に１分ごとに水の温度を測定し，５

分後に電流を止めた。 

 表は，実験結果をまとめたものである。また，図２は，表をもとに電熱線に 6.0Ｖの電圧をか

けたときの，「電流を流した時間」と「水の上昇した温度」の関係を表すグラフである。 

図１ 

 

表 

電圧〔Ｖ〕 0 3.0 4.0 5.0 6.0  

電流〔Ａ〕 0 1.50 2.00 2.50 3.00  

電力〔Ｗ〕 0 4.5 8.0 12.5 18.0  

水の 

温度 

〔℃〕 

0分 21.5 21.5 21.5 21.5 21.5  

1分 21.5 22.0 22.5 23.0 23.8  

2分 21.5 22.5 23.6 24.7 26.0  

3分 21.5 23.0 24.7 26.3 28.2  

4分 21.5 23.6 25.6 27.9 30.4  

5分 21.5 24.1 26.7 29.3 32.5  

図２ 
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問１ 実験に使った電熱線の抵抗は何Ωか，書きなさい。 

問２ 表から，「電力」と「５分間に水の上昇した温度」の関係を表すグラフをかきなさい。 

問３ 次の文章は，実験で電熱線から発生した熱と水の上昇した温度について述べたものである。文章中

の  ａ  ， ｂ  にあてはまる最も適当なことばを，あとのア～カのうちからそれぞれ一つずつ選

び，その符号を書きなさい。 

電熱線から発生した熱により水の温度が上昇するが，水とコップのように接触している物体間で温

度の高いほうから低いほうへ熱が  ａ  によって移動する。また，温まった水やコップから外部へ熱

が  ｂ  によって出ていき，離れたところにある物体にも伝わる。そのため，電熱線から発生した熱

のすべてが水の温度の上昇に使われるのではない。 

ア 循環 イ 放射 ウ 化合 エ 対流 オ 伝導 カ 蒸散 

問４ 実験で，電熱線から発生した熱が，水からほかのものに移動したり，外部へ出ていったりせず，すべて

水の温度上昇に使われるとすると，この電熱線に 4.0Ｖの電圧をかけて５分間電流を流すと，100ｇの水の

温度は何℃上昇するか，小数第２位を四捨五入して書きなさい。ただし，１ｇの水の温度を１℃上昇させ

るのに必要な熱量は 4.2Ｊとする。 

 

問１   Ω 

問２ 

 

問３ ａ  ｂ  

問４   ℃ 
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問１ 2.0 Ω 

問２ 

 

問３ ａ オ ｂ イ 

問４ 5.7 ℃ 

 

問１ 抵抗＝電圧÷電流 より，抵抗は，3.0[Ｖ]÷1.50[Ａ]＝2.0[Ω] となる。 

問２ 表より，電力と水の上昇温度は比例の関係になっていることがわかる。 

問３ 熱の伝わり方には伝導，対流，放射があり，液体や気体の循環により熱が伝わることを対流という。 

問４ 電熱線に 4.0Ｖの電圧をかけ，５分間(300s)電流を流したときの発熱量は，4.0[Ｖ]×2.00[Ａ]×300[ｓ]＝

2400[Ｊ] 100ｇの水を１℃上昇させるのに必要な熱量は420Ｊより，2400[Ｊ]÷420[Ｊ]＝5.71…[℃] 
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【過去問 13】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2012 年度） 

問２ 電熱線Ａと電熱線Ｂ，電源装置を用いて図１のような回路を作った。

電熱線Ａの抵抗の大きさは５Ω，電熱線Ｂの抵抗の大きさは 20Ωである。 

 電源装置の電圧を 10Ｖにしたとき，電熱線Ａに流れる電流の大きさと

して適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 0.4Ａ 

イ 0.5Ａ 

ウ ２Ａ 

エ 2.5Ａ 

図１ 

 

 

問２  

 

問２ ア 

 

問２ 直列回路の合成抵抗は各抵抗の和になる。電熱線Ａに流れる電流の大きさは，電熱線ＡとＢの合成抵抗が

５＋20＝25[Ω]なので，オームの法則より，10[Ｖ]÷25[Ω]＝0.4[Ａ]となる。 
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【過去問 14】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2012 年度） 

問３ 抵抗の大きさがわからない電熱線ａ，抵抗が

30Ωの電熱線ｂ，電源装置，電圧計，電流計，ス

イッチを接続して，右の図のような回路をつく

った。この回路のスイッチを入れたところ，電流

計の示す電流の大きさが 400mA，電圧計の示す電

圧の大きさが８Ｖであった。 

 次に，抵抗が 30Ωの電熱線ｂを 80Ωの電熱線

に取りかえてスイッチを入れた。このとき，電流

計の示す電流の大きさは何mAになると考えられ

るか，その値を書きなさい。ただし，実験中，電

源装置の電圧の大きさは変化しないものとす

る。 

 

 

問１  

 問２   

問３   mA 

 

問１ ２ 

 問２ ４ 

問３ 200 mA 

 

問１ おもりにはたらいている力は，「重力」と「ばねがおもりを引く力」の２つである。 

問２ 振動数が多いほど高い音になる。振動させる弦の長さを短くしたり，弦を強く張ったりすると，振動数は多

くなる。 

問３ 電熱線ａの抵抗の大きさは，８[Ⅴ]÷0.4[Ａ]＝20[Ω] である。直列回路全体の抵抗の大きさは，各抵抗の

和と等しいので，電熱線ａ，ｂを用いたときの回路全体の抵抗の大きさは 50Ωで，電熱線ｂを 80Ωの電熱

線に取りかえると 100Ωになる。電圧の大きさは変わらないので，電流の大きさが半分になる。 
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【過去問 15】 

電圧と電流の関係を調べるために，電熱線ａ～ｄを用いて，次の実験１～３を行った。この実験に関して，

あとの問１～問３に答えなさい。 

（新潟県 2012 年度） 

実験１ 図１のように，電熱線ａを用いて回路をつくり，電熱線ａの両端に加わる電圧と回路を流れる

電流を測定した。図２は，その結果をグラフに表したものである。 

図１ 

 

図２ 

 

実験２ 図３のように，電熱線ａと電熱線ｂを用いて回路をつくり，直列につないだ電熱線ａと電熱線

ｂの両端に加わる電圧と回路を流れる電流を測定した。図４は，その結果をグラフに表したもの

である。 

図３ 

 

図４ 

 

実験３ 図５のように，電気抵抗 90Ωの電熱線ｃ

と電気抵抗 30Ωの電熱線ｄを用いて回路を

つくり，電圧計Ｘ1 ，電圧計Ｘ2 ，電流計Ｙ1 ，

電流計Ｙ2 ，電流計Ｙ3を配置し，電源装置の

出力を一定にしたところ，電流計Ｙ1 は 90mA

を示した。 

図５ 
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問１ 実験１について，電熱線ａの電気抵抗は何Ωか，求めなさい。 

問２ 実験２について，電熱線ｂの電気抵抗は何Ωか，求めなさい。 

問３ 実験３について，次の①～④の問いに答えなさい。 

① 電圧計Ｘ1は何Ｖを示すか，求めなさい。 

② 電圧計Ｘ2は何Ｖを示すか，求めなさい。 

③ 電流計Ｙ2は何 mAを示すか，求めなさい。 

④ 電流計Ｙ3は何 mAを示すか，求めなさい。 

 

問１   Ω 

問２   Ω 

問３ 

①   Ｖ 

②   Ｖ 

③   mA 

④   mA 

 

問１ 50 Ω 

問２ 75 Ω 

問３ 

① 2.7 Ｖ 

② 2.7 Ｖ 

③ 30 mA 

④ 120 mA 

 

問１ オームの法則より，電熱線ａの電気抵抗は，１[Ｖ]÷0.02[Ａ]＝50[Ω] 

問２ 回路全体の抵抗は，５[Ｖ]÷0.04[Ａ]＝125[Ω]，125－50＝75[Ω] 

問３  ① オームの法則より，30[Ω]×0.09[Ａ]＝2.7[Ｖ] 

 ② 並列回路では，枝分かれした各区間の電圧は等しい。 

 ③ オームの法則より，2.7[Ｖ]÷90[Ω]＝0.03[Ａ]＝30[mA] 

 ④ 並列回路では，枝分かれした各部の電流の強さの和が枝分かれする前や合流したあとの電流の強さと等

しくなる。Ｙ3＝Ｙ1＋Ｙ2＝90＋30＝120[mA] 

 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2012 年度 

32 

【過去問 16】 

図の装置を使って電熱線に電流を流して 100ｇの水をあたため，５分間に水が上昇した温度を測定した。下

の表は，Ａ班～Ｅ班の５つの班が，それぞれ加える電圧を変えて実験したときの結果を記録したものである。た

だし，Ｅ班は，実験の条件を１つだけまちがえてしまった。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2012 年度） 

図 表 

 

 

問１ 次の①～③の文はこの装置について説明したものである。①と②は（   ）の中から適切な記号をそ

れぞれ選んで書き，③は（   ）にあてはまる適切な数値を書きなさい。 

① 回路につないだ２つの計器のうち，電圧計は（Ｘ，Ｙ）である。 

② Ｘの計器の＋端子は（ａ，ｂ）である。 

③ 実験に用いた電熱線の抵抗の値は（   ）Ωである。 

問２ Ｃ班の実験について，答えなさい。 

① 電熱線から発生した熱量は何Ｊか，答えなさい。 

② 水が温度上昇のために得た熱量は何Ｊか，答えなさい。ただし，１ｇの水の温度を１℃上昇させるため

に必要な熱量を 4.2Ｊとする。 

問３ Ａ班～Ｄ班の実験の結果をもとに，横軸と縦軸をア～オのそれぞれの組み合わせにしてグラフに表した

とき，右のグラフのように比例の関係になる組み合わせを２つ選び，記号で答えなさい。ただし，グラフ

の傾きの大小は考えないものとする。 

 横軸 縦軸 

 

ア 電熱線に加えた電圧 電熱線に流れた電流 

イ 電熱線に加えた電圧 電熱線で消費した電力 

ウ 電熱線に加えた電圧 電熱線から発生した熱量 

エ 電熱線に流れた電流 電熱線で消費した電力 

オ 電熱線で消費した電力 電熱線から発生した熱量 
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問４ Ｅ班の実験について，「水の質量」または「電流を流した時間」のどちらかの条件をまちがえていた場合

に，それぞれどのようにまちがえたと考えられるか。次の文中の①，②の（   ）の中から適切なもの

をそれぞれ選び，記号で答えなさい。 

Ｅ班の実験は，水の質量をまちがえた場合は，水の質量が①（ア 多かった  イ 少なかった）と

考えられる。電流を流した時間をまちがえた場合は，電流を流した時間が②（ウ 長かった  エ 短

かった）と考えられる。 

 

問１ ①  ②  ③  

問２ 
①   Ｊ 

②   Ｊ 

問３   

問４ ①  ②  

 

問１ ① Ｘ ② ｂ ③ ４ 

問２ 
① 2700 Ｊ 

② 2604 Ｊ 

問３ ア オ 

問４ ① ア ② エ 

 

問１ ③ 表よりＡ班の値を見ると，電圧が 2.0[Ｖ]で電流が 0.5[Ａ]であるので，オームの法則Ｖ＝ＩＲより，抵

抗の値は４[Ω]である。 

問２ ① 発熱量[J]＝電力[W]×時間[s]であるので，発生した熱量は，2700[Ｊ]である。 

 ② 熱量[Ｊ]＝4.2[Ｊ/ｇ℃]×水の質量[ｇ]×温度変化[℃]により，水が与えられた熱量を求めることがで

きる。よって，水が温度上昇のために得た熱量は 2604[Ｊ]である。 
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【過去問 17】 

電流と磁界の関係を調べる次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2012 年度） 

〔実験１〕 ① 図１のように，電源装置と２個の発光ダイオードをつないだ。スイッチを入れたところ，発光ダ

イオードＢだけが光った。 

② 図２のように，コイルと２個の発光ダイオードをつないだ回路をつくった。Ｎ極を下にした強

力な棒磁石を，上からコイルにすばやく近づけたところ，発光ダイオードＡだけが光った。 

〔実験２〕 ① 図３のように，木の板の上にアルミニウムのレールとＮ極を上にしたＵ字型磁石を固定した装

置をつくった。これに電源装置スイッチ，電熱線Ａをつないだ。装置を水平な机の上に置き，レー

ルに細いパイプをのせてからスイッチを入れたところ，パイプは図中の矢印の向きに動いた。 

② 図４のように，図３の装置の木の板の片側を少し高くした。レールの上にパイプをのせ，スイ

ッチを入れてから手を離したところ，パイプは斜面を下った。 

図１ 図２ 

  

図３  

 

図４ 
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問１ 実験１の①で，スイッチを入れたときに図１の点Ｐと点Ｑの間を流れる電流によって生じる磁界のよう

すを表す図はどれか。最も適当なものを，右のア～エから選んで，その記号を書け。 

 

問２ 実験１の②のように，コイルの内部の磁界が変化したときに流れる電流を何というか。 

問３ 図２の回路と棒磁石で，発光ダイオードＢを点灯させる方法として正しいものはどれか。最も適当なも

のを次のア～エから選んで，その記号を書け。 

ア Ｓ極をコイルのそばから 

上へすばやく遠ざける。 

イ Ｎ極を上からコイル 

にゆっくりと近づける。 

ウ Ｓ極を上からコイル 

にすばやく近づける。 

エ コイルを下からＮ極に

すばやく近づける。 

    

問４ 実験２で用いるパイプの材料として最も適当なものはどれか。次のア～エから選んで，その記号を書

け。また，その材料が適当である理由を「磁石」と「電気」の言葉を使って簡潔に書け。 

ア 鉄 イ ポリ塩化ビニル ウ アルミニウム エ ガラス 

問５ 実験２の②で，電熱線Ａを電熱線Ｂにかえてスイッチを入れたところ，パイプは手を離しても斜面を下

らずそのままの位置に止まっていた。これについて説明した次の文の（ ａ ），（ ｂ ）に当てはまる

語句の組み合わせはどれか。最も適当なものを次のア～エから選んで，その記号を書け。 

電熱線Ｂの抵抗の値が電熱線Ａの抵抗の値よりも（ ａ ）ので，パイプに流れる電流が

 （ ｂ ）なった。 

ア ａ 小さい ｂ 強く イ ａ 小さい ｂ 弱く 

ウ ａ 大きい ｂ 強く エ ａ 大きい ｂ 弱く 

 

問１   

問２   

問３   

問４ 
記号   

理由  

問５   
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問１ イ 

問２ 誘導電流 

問３ ウ 

問４ 
記号 ウ 

理由 磁石につかず，電気をよく通すから。 

問５ ア 

 

問１ 電流はＱ→Ｐの向きに流れる。磁界は電流が流れる方向に右ねじを回すようにできる。 

問２ 磁力線が増えると，それを妨げるように磁界が生じる。誘導電流は磁界の急激な変化により生じる。 
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【過去問 18】 

電流をつくりだすしくみを調べるために，次の実験を行った。問１～問４に答えなさい。ただし，台車はな

めらかに移動するものとする。 

（山梨県 2012 年度） 

〔実験１〕 図１のように，同じコイルＡ，Ｂを 45 ㎝離して測定装置につなぎ，コイルの中に水平に板を通

した。次に，Ｎ極が進行方向を向くように磁石を台車に固定し，板の上を一定の速さで移動させ，

コイルＡ，Ｂの中を通過させた。時間と生じた電流の関係をコンピュータの画面に表示させたとこ

ろ，コイルＡは図２，コイルＢは図３のようになった。ただし，横軸はコイルＡに電流が生じはじ

めてからの時間を表す。 

図１ 図２ 図３ 

   

〔実験２〕 図４のように，図１の装置を傾け，台車を置い

た。台車を押さえていた手を静かに離し，板の上を

移動させ，コイルＡ，Ｂの中を通過させた。 

図４ 

 

問１ 次の      は，〔実験１〕でコイルに起きた現象について述べた文である。 ア  ， イ  に当

てはまる語句をそれぞれ書きなさい。 

この実験で，図２，図３のような結果が得られたのは，磁石がコイルに近づいたり，離れたりしたと

きに，コイルの内部の  ア  が変化し，コイルに電流が流れたからである。この現象を  

 イ  という。 

問２ 〔実験１〕の台車の速さは何 cm/秒か，求めなさい。 
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問３ 〔実験２〕で，時間とコイルＡに生じた電流の関係を模式的に表すと図５

のようになった。時間とコイルＢに生じる電流の関係は，どのようになると

考えられるか。次のア～エから最も適当なものを一つ選び，その記号を書き

なさい。また，そのように考えた理由を，簡単に書きなさい。ただし，横軸は

コイルＡに電流が生じはじめてからの時間を表し，縦軸の電流，横軸の時間

の間隔はそれぞれ等しいものとする。 

図５ 

 

    

問４ 発電所では，この現象を応用して電気をうみ出し，その電気を家庭に供給している。家庭で使用される

６ＷのＬＥＤ電球を，50分間点灯したときに消費する電力量は何Ｊか，求めなさい。 

 

問１ 
ア   

イ   

問２   cm/秒 

問３ 

記号  

理由  

問４   Ｊ 

 

問１ 
ア 磁界 

イ 電磁誘導 

問２ 75 cm/秒 

問３ 

記号 ア 

理由 

例 

台車の速さが大きくなるので，誘導電流の大きさは大きく，

発生する時間は短くなる。 

問４ 18000 Ｊ 

 

問３ 誘導電流の大きさは，単位時間当たりに磁界が変化する割合が大きいほど大きい。 

問４ 電力量[Ｊ]＝電力[Ｗ]×時間[秒]より，６[Ｗ]×(50×60)[秒]＝18000[Ｊ] 
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【過去問 19】 

電流による発熱を調べるために，次の実験を行った。各問いに答えなさい。ただし，電熱線のほかに抵抗は

なく，電熱線で発生した熱はすべて水の温度上昇に使われるものとする。 

（長野県 2012 年度） 

〔実験〕 ① 電熱線Ｘ，ＹとスイッチＳ１～Ｓ３を用いて，図のような実験装置を組み立てた。ただし，

図は発泡ポリスチレンのカップの内部が見えるようにかいてある。 

 ② Ｓ１を入れ，Ｓ２を切り，Ｓ３を切った。このとき，電流が流れる道すじを回路１とした。 

 ③ 室温と同じぐらいの温度の水 100ｇをカップに入れ，はじめの水温を測定した。電源装置

で 6.0Ｖの電圧を加え，Ａ点で電流を測定した。ガラス棒でカップの中の水をゆっくりかき混

ぜながら５分間電流を流し，５分後の水温を測定した。それぞれを表に記入した。 

 ④ Ｓ１を切り，Ｓ２を入れ，Ｓ３を切った。このとき，電流が流れる道すじを回路２とした。

〔実験〕の③と同様に実験し，結果を表に記入した。 

 ⑤ Ｓ１を切り，Ｓ２を切り，Ｓ３を入れた。

このとき，電流が流れる道すじを回路３と

した。〔実験〕の③と同様に実験し，結果を

表に記入した。 

 ⑥ ＸとＹが並列につながるようにＳ１～Ｓ

３を操作した。このとき，電流が流れる道す

じを回路４とした。〔実験〕の③と同様に実

験し，結果を表に記入した。 

表 

図 

 

  回路１ 回路２ 回路３ 回路４  

 Ａ点の電流［Ａ］ 1.0 0.6  あ  2.5  

 はじめの水温［℃］ 16.8 16.8 16.8 16.8  

 ５分後の水温［℃］ 21.1 19.4 23.3  い   

       

問１ 〔実験〕の②で，電源装置で電圧を加えると，Ｘ，Ｙには電流が流れるか。流れる，流れないの語句の

どちらかを，それぞれ書きなさい。 

問２ 〔実験〕の④で，２点間に加わる電圧が 6.0Ｖになるのはどれか，次のア～オからすべて選び，記号を

書きなさい。 

ア ＡＢ間 イ ＣＤ間 ウ ＣＥ間 エ ＤＦ間 オ ＦＧ間 

問３ 〔実験〕の④で，ＣＥ間の全体の抵抗の大きさを単位をつけて書きなさい。ただし，単位は記号で表し

なさい。 

問４ 〔実験〕の④で，ＣＤ間に加わる電圧はＦＧ間に加わる電圧の何倍になるか書きなさい。ただし，答え

は小数第１位まで表しなさい。 
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問５ 〔実験〕の⑤で，Ａ点に流れる電流の向きを図のア，イから選び，記号を書きなさい。また， 

表の  あ  に当てはまる値を求めなさい。ただし，答えは小数第１位まで表しなさい。 

問６ 回路４をつくるためには，Ｓ１～Ｓ３をどのように操作すればよいか。入れる，切るの語句のどちらか

を，それぞれ書きなさい。 

問７ 表の  い  に当てはまる値について，適切なものはどれか，次のア～キから１つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア  い  ＜ 19.4 イ  い  ＝ 19.4 ウ 19.4 ＜  い  ＜ 21.1 

エ  い  ＝ 21.1 オ 21.1 ＜  い  ＜ 23.3 カ  い  ＝ 23.3  

キ 23.3 ＜  い  

 

問１ 
Ｘ   

Ｙ   

問２   

問３   

問４   倍 

問５ 
電流の向き   

あ   

問６ 

Ｓ1   

Ｓ2   

Ｓ3   

問７   

 

問１ 
Ｘ 流れる 

Ｙ 流れない 

問２ ア，ウ 

問３ 10Ω 

問４ 1.5 倍 

問５ 
電流の向き ア 

あ 1.5 

問６ 

Ｓ1 入れる 

Ｓ2 切る 

Ｓ3 入れる 

問７ キ 

 

問１ 回路１はＸのみ，回路２はＸとＹ(直列つなぎ)，回路３はＹのみに電流が流れる。 

問２ 電熱線の直列回路では，それぞれの電熱線にかかる電圧の和が電源の電圧と等しい。 

問３ 問２より，ＣＥ間の電圧は 6.0Ｖである。オームの法則より，6.0[Ｖ]÷0.6[Ａ]＝10[Ω] 

問４ 回路１から電熱線Ｘの抵抗を求めると，6.0[Ｖ]÷1.0[Ａ]＝6.0[Ω] よって，電熱線Ｙの抵抗は，10－6.0
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＝4.0[Ω] ＣＤ間(電熱線Ｘ)，ＦＧ間(電熱線Ｙ)に加わる電圧は，直列つなぎなので，抵抗に比例するた

め，ＣＤ間の電圧：ＦＧ間の電圧＝6.0：4.0＝３：２ したがって，３÷２＝1.5[倍] 

問５ 問４より，電熱線Ｙの抵抗は 4.0[Ω] よって，6.0[Ｖ]÷4.0[Ω]＝1.5[Ａ] 

問７ 回路４では，電熱線Ｘ，Ｙが並列つなぎになっているので，上昇温度は電熱線Ｘ，Ｙのそれぞれの上昇温度

よりも高くなる。実際に求めると，回路４での上昇温度は，(回路１での上昇温度)＋(回路３での上昇温度)

＝4.3＋6.5＝10.8[℃] よって， い  に当てはまる値は，16.8＋10.8＝27.6[℃] 
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【過去問 20】 

太郎さん，花子さん，正夫さん，美保さんの４人は，理科の自由研究にとり組むことにした。問いに答えな

さい。 

（岐阜県 2012 年度） 

問１ 太郎さんは，図１のような回路のＸ点を流れる電流の強

さを測定する。図２は，用いる電流計の一部である。 

⑴ Ｘ点を流れる電流の強さを測定するときの回路図を，次

の電気用図記号を用いてかきなさい。 

 

図１ 

 

⑵ 電流の強さが予想できないとき，電流計がこわれるのを

防ぐためには，はじめに電流計の，どの－
ﾏｲﾅｽ

端子につなげばよ

いか。次のア～ウから１つ選び，符号で書きなさい。 

ア 50mA イ 500mA ウ ５Ａ 

 

図２ 

 

 

問１ 
⑴ 

  

⑵   

 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2012 年度 

43 

問１ 
⑴ 

 

⑵ ウ 

 

問１ ⑴ 電流計は回路に直列につなぐ。 

 ⑵ 電流計に強い電流が流れると電流計が壊れてしまう。そのため，まず５[Ａ]の端子につなぎ，針の振れが

小さいときは 500[mA]端子，50[mA]端子へとつなぎかえていく。 
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【過去問 21】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2012 年度） 

問４ 図３で示す回路をつくり，スイッチを入れて豆電球Ａの明るさを調べた。この回路

で用いたものと同じ乾電池と豆電球を用いて，下の４つの回路をつくり，スイッチを

入れたとき，図３の豆電球Ａと同じ明るさになると考えられる豆電球はどれか。ア～

エの中からすべて選び，記号で答えなさい。ただし，回路図中の( )は１つの乾電

池を示し，( )は２つの乾電池を直列につないだことを示している。 

 

図３ 

 

 

問４  

 

問４ ア，エ 

 

問４ 豆電球を２個直列につなぐと，抵抗が２倍になり，電流は半分になる。イはＡの半分，ウはＡの２倍の電

流が流れている。 
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【過去問 22】 

電熱線に流れる電流と電熱線の発熱について調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕 ① 図１のように，電源装置，電流計，電圧計，端子ａ，ｂ，スイッチ，電熱線Ｐ，導線を用いて回

路をつくった。 

 ② スイッチを入れ，電圧計が 0.5Ｖを示すように電源装置を調整した。このときの電流計が示す値

を記録し，スイッチを切った。 

 ③ 電源装置を調整して電圧計が示す値を 1.0Ｖ，1.5Ｖ，2.0Ｖに変え，それぞれの場合について，

②と同じことを行った。 

 ④ 次に，図２のように，電熱線Ｐと電熱線Ｑを並列に接続して回路をつくり，②と③と同じことを

行った。 

 ⑤ さらに，図３のように，電熱線Ｐと電熱線Ｒを並列に接続して回路をつくり，②と③と同じこと

を行った。 

ただし，図１から図３までのＸ，Ｙは電流計，電圧計のいずれかである。 

図１ 図２ 図３ 

   

図４は，〔実験１〕で得られた結果をもとに，横軸に

電圧計が示す値を，縦軸に電流計が示す値をとり，そ

の関係をグラフに表したものである。 

〔実験２〕 ① 発泡ポリスチレンコップを３個用意し，同

じ温度で同じ量の水をそれぞれのコップに入

れた。 

 ② 図１の回路と水が入った①の発泡ポリス

チレンコップ，温度計を用いて図５のような

装置をつくった。 

図４ 
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 ③ 図５の装置のスイッチを入れ，電源装置を

調整して電圧計が 3.0Ｖを示すようにした。 

 ④ コップの中の水をかき混ぜ棒でかき混ぜ

ながら５分間電流を流し，水の上昇温度を調

べてスイッチを切った。 

 ⑤ 次に，別のコップに取りかえて，電源装置

を調整して電圧計が 6.0Ｖを示すようにして，

④と同じことを行った。 

 ⑥ さらに，別のコップに取りかえて，図５の

電熱線Ｐのかわりに，電熱線Ｑを用いて，③と

④と同じことを行った。 

図５ 

 

次の問１から問４に答えなさい。 

（愛知県 2012 年度 B） 

問１ 〔実験１〕では，電流計の針が振り切れないように注意し，電流計の針の振れができるだけ大きくなる

ようにして，電流計が示す値を記録した。 

 次の文は，〔実験１〕の②の操作について説明したものである。文中の（ Ⅰ ），（ Ⅱ ）にあてはま

る語句の組み合わせとして最も適当なものを，下のアからクまでの中から選んで，そのかな符号を書きな

さい。 

電流計の針の振れができるだけ大きくなるようにして，電流計が示す値を記録するには，（ Ⅰ ）

を電流計の（ Ⅱ ）に導線を用いて接続し，その後スイッチを入れて，電圧計が 0.5Ｖを示すように

電源装置を調節する。 

ア Ⅰ 端子ａ， Ⅱ ＋
ﾌﾟﾗｽ

端子 イ Ⅰ 端子ａ， Ⅱ ５Ａの－
ﾏｲﾅｽ

端子 

ウ Ⅰ 端子ａ， Ⅱ 500mAの－端子 エ Ⅰ 端子ａ， Ⅱ 50mAの－端子 

オ Ⅰ 端子ｂ， Ⅱ ＋端子 カ Ⅰ 端子ｂ， Ⅱ ５Ａの－端子 

キ Ⅰ 端子ｂ， Ⅱ 500mAの－端子 ク Ⅰ 端子ｂ， Ⅱ 50mAの－端子 

問２ 〔実験１〕で，電熱線Ｐの抵抗は何Ωか。最も適当なものを，次のアからカまでの中から選んで，その

かな符号を書きなさい。 

ア 0.2Ω イ ２Ω ウ 2.5Ω エ ４Ω オ ５Ω カ 10Ω 
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問３ 図６のように，電熱線Ｑと電熱線Ｒを並列にして回路をつくり，〔実験１〕の②と③と同じことを行っ

た。このとき，電圧計が示す値と電流計が示す値の関係はどのようになるか。横軸に電圧計が示す値を，

縦軸に電流計が示す値をとり，その関係を表すグラフを解答欄の図７に書きなさい。 

図６ 図７ 

  

問４ 〔実験２〕で，電熱線Ｐに 3.0Ｖの電圧をかけて５分間電流を流したときの水の上昇温度をＴ１，電熱線

Ｐに 6.0Ｖの電圧をかけて５分間電流を流したときの水の上昇温度をＴ２，電熱線Ｑに 3.0Ｖの電圧をかけ

て５分間電流を流したときの水の上昇温度をＴ３とすると，Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３の大きさにはどのような関係が

あるか。Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３の値を大きい順に左から並べたものとして最も適当なものを，次のアからカまで

の中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

 ただし，〔実験２〕では，電熱線から発生した熱は，すべて水の温度上昇に使われたものとし，コップに

入れた水は沸騰しなかったものとする。 

ア Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３ イ Ｔ１，Ｔ３，Ｔ２ ウ Ｔ２，Ｔ１，Ｔ３ 

エ Ｔ２，Ｔ３，Ｔ１ オ Ｔ３，Ｔ１，Ｔ２ カ Ｔ３，Ｔ２，Ｔ１ 

 

問１    

問２   

問３ 

 

問４  
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問１ ウ 

問２ オ 

問３ 

 

問４ ウ 

 

問１ 電流計の 50mA，500mA，５Ａの端子は－極側につなぐ。図４より 0.5Ｖのときの電流の最大値は 0.1Ａ＝100mA

なので，針の振れが最大になるのは 500mAにつないだときである。 

問２ 1.0Ｖで 0.2Ａなので，抵抗の大きさは 1.0÷0.2＝５[Ω]。 

問３ 並列回路なので電圧は電源と同じで，電流は各抵抗に流れる電流の和となる。図４から電熱線Ｑは 1.0Ｖのと

き 0.1Ａ，2.0Ｖのとき 0.2Ａの電流が流れる。また電熱線Ｒは 1.0Ｖのとき 0.4Ａ，2.0Ｖのとき 0.8Ａの電

流が流れるので，並列回路では，1.0Ｖのとき 0.5Ａ，2.0Ｖのとき 1.0Ａの電流が流れる。 

問４ Ｐに 3.0Ｖの電圧をかけると，流れる電流は 0.6Ａ。6.0Ｖの電圧をかけると，流れる電流は 1.2Ａとなる。ま

たＱに 3.0Ｖの電圧をかけると，流れる電流は 0.3Ａ。以上よりそれぞれの消費電力を求めると，Ｐの 3.0Ｖ

は 3.0[Ｖ]×0.6[Ａ]＝1.8[Ｗ]，6.0Ｖは 6.0[Ｖ]×1.2[Ａ]＝7.2[Ｗ]，Ｑの 3.0Ｖは 

3.0[Ｖ]×0.3[Ａ]＝0.9[Ｗ]。以上より同じ時間電流を流したときの温度上昇は 7.2＞1.8＞0.9 より，Ｔ２

＞Ｔ１＞Ｔ３。 
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【過去問 23】 

手回し発電機で回路に電流を流したときの電圧と電流の関係について調べるため，次の実験を行った。後の

問１～問５に答えなさい。 

（滋賀県 2012 年度） 

【実験１】 図１のように，手回し発電機に抵抗器，電

圧計，電流計をつないで回路をつくった。次に，

手回し発電機のハンドルを毎分 10 回の速さで

回して，抵抗器の両端の電圧を測定した。 

 その後，ハンドルを回す速さを変えて，同様

の実験を行った。表１はその結果をまとめたも

のである。なお，抵抗器は，1.5Ｖの電圧をかけ

ると 0.3Ａの電流が流れるものを用いた。 

図１ 

 

【実験２】 図２のように，手回し発電機に抵抗の大き

さが異なる豆電球Ｐ，Ｑと，電圧計，電流計をつ

ないで回路をつくった。次に，ハンドルを一定

の速さで回したところ，ＱがＰよりも明るく光

った。 

表１ 
    

回す速さ（回/分） 10 20 30 40 

電圧（Ｖ） 0.2 0.4 0.6 0.8 

     

【実験３】 図３のように，手回し発電機に豆電球Ｐ，

Ｑと，電圧計，電流計をつないで回路をつくっ

た。次に，回路全体の電圧が 1.2Ｖになるように

ハンドルを一定の速さで回し，回路全体とＱに

流れる電流の大きさを測定した。 

 その後，Ｐを１個増やして，Ｐ，Ｐ，Ｑの３

個を並列につなぎ，回路全体の電圧が 1.2Ｖに

なるようにハンドルを一定の速さで回して同様 

図２ 

 

の実験を行った。このとき，ハンドルを回す手ごたえの違いを調べた。表２はその結果をまとめたもので

ある。 

表２ 

 Ｐ１個とＱ１個 Ｐ２個とＱ１個 

回路全体に流れる 

電流の大きさ（Ａ） 
0.43 0.68 

Ｑに流れる電流の 

大きさ（Ａ） 
0.18 0.18 

手ごたえ 
Ｐが１個よりも２個のときのほう

が重くなった。  
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問１ 実験１で，回路に電流が流れたのは，手回し発

電機の内部にあるコイルと磁石との間で何が変化

したからか。書きなさい。 

問２ 実験１で，ハンドルを毎分 30回の速さで回した

とき，抵抗器に流れる電流の大きさは何Ａか。求め

なさい。 

問３ 実験２の結果から，Ｐの両端の電圧と抵抗の大

きさは，Ｑと比べてそれぞれどうなっていると考え

られるか。次のア～エから１つ選びなさい。 

ア 電圧と抵抗はともに大きい。 

イ 電圧と抵抗はともに小さい。 

ウ 電圧は大きいが，抵抗は小さい。 

エ 電圧は小さいが，抵抗は大きい。 

図３ 

 

問４ 実験３の結果から，ＰとＱ１個ずつを並列につないだとき，Ｐに流れる電流の大きさとＰの明るさは，

Ｑと比べてそれぞれどうなっていると考えられるか。次のア～エから１つ選びなさい。 

ア 流れる電流は大きく，明るさは暗くなる。 

イ 流れる電流は小さく，明るさは明るくなる。 

ウ 流れる電流は大きく，明るさは明るくなる。 

エ 流れる電流は小さく，明るさは暗くなる。 

問５ 実験３で，Ｐを２個に増やしたとき，ハンドルを回す手ごたえが重くなったのはなぜか。「電力」と「運

動エネルギー」という２つの語を使って説明しなさい。 

 

問１  

問２   Ａ 

問３  

問４  

問５  
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問１ 磁界 

問２ 0.12 Ａ 

問３ イ 

問４ ウ 

問５ 
Ｐを２個に増やしたほうが，より大きな電力が消費されるため，より

大きな運動エネルギーが必要となるから。 

 

問１ 磁界を変化させることによって回路に電流が流れる。 

問２ オームの法則より，抵抗器の抵抗Ｒは 1.5[Ｖ]＝0.3[Ａ]×Ｒ Ｒ＝５[Ω]。毎分 30 回の速さで回したとき

の電圧が 0.6[Ｖ]なので，0.6[Ｖ]＝Ｉ[Ａ]×５[Ω] Ｉ＝0.12[Ａ] 

問３ 図２は直列回路である。したがって，流れる電流の大きさは同じである。 

問４ 並列回路では各豆電球の電圧は等しい。表２より，Ｐに流れる電流は 0.68－0.43＝0.25[Ａ]，Ｑに流れる電

流は 0.43－0.25＝0.18[Ａ]となる。流れる電流が大きいほど豆電球の明るさは明るくなる。 

問５ 電力は電圧と電流の積に比例する。したがって，Ｐを増やすと電流が大きくなるため電力も大きくなる。な

お，手回し発電機は運動エネルギーを電気エネルギーに変換している。 
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【過去問 24】 

２本の電熱線Ａ，Ｂがある。この２本の電熱線に加わる電圧と流れる電流の強さの関係を調べるために，次

の実験を行った。各問いに答えよ。 

（奈良県 2012 年度） 

実験 図１のように電源装置で電熱線Ａに加える電圧を変え，電熱線Ａを流れる電流の強さを測定した。次に，

電熱線Ａを電熱線Ｂにとりかえ，同様の操作を行った。表は，その結果をまとめたものである。 

電圧[Ｖ] 0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 図１ 

 

電流[mA] 
電熱線Ａ 0 50 100 150 200 250 

電熱線Ｂ 0 100 200 300 400 500 

問１ スイッチを表す電気用図記号を，次のア～エから１つ選び，その記号

を書け。 

ア  イ  ウ  エ  

問２ 実験で，電熱線Ｂを流れる電流の強さを測定しているとき

に，500mAの端子につないだ電流計の針は，図２の値を示した。

このとき，電熱線Ｂを流れている電流の強さは何 mAか。その値

を書け。 

図２ 

 

問３ 実験の結果をもとに，電熱線Ａ，Ｂのそれぞれについて，電熱線に加わる電圧と流れる電流の強さの関

係をグラフに表せ。また，それらのグラフから，電熱線に加わる電圧と流れる電流の強さの間には，どの

ような関係があるといえるか。簡潔に書け。 

問４ 電熱線Ａ，Ｂを用いて図３の回路Ｘをつくり，電源装置の電圧を 6.0Ｖにして回路に電流を流した。 

 次に，電熱線Ａ，Ｂを用いて図３の回路Ｙをつ

くり，電源装置の電圧を 6.0Ｖにして回路に電

流を流した。電流を流したときの，回路Ｘの電

熱線Ａ，回路Ｘの電熱線Ｂ，回路Ｙの電熱線Ａ，

回路Ｙの電熱線Ｂのうち，消費した電力が最も

小さい電熱線の消費した電力は何Ｗか。その値

を書け。 

図３ 
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問１   

問２   mA 

問３ 

 

関係   

問４   Ｗ 

 

問１ ア 

問２ 400 mA 

問３ 

 

関係 比例 

問４ 0.2 Ｗ 

 

問１ アはスイッチ，イは電池，ウは電熱線，エは電球である。 

問２ 図２の電流計の針は４を指しているので，100倍して 400[mA]となる。 

問３ 電流と電圧の関係を表すグラフは，原点を通る直線になる。電熱線を流れる電流の強さは，電圧に比例する。 

問４ 表より，オームの法則Ｖ＝ＩＲを用いて，電熱線Ａの抵抗は 40[Ω]，電熱線Ｂの抵抗は 20[Ω]となる。した

がって，回路Ｘの合成抵抗は 60[Ω]となるので，回路Ｘを流れる電流は 0.1[Ａ]となり，電熱線Ａには

4.0[Ｖ]，電熱線Ｂには 2.0[Ｖ]の電圧がかかる。回路Ｙは並列回路なので，電熱線Ａの電圧と電熱線Ｂの電

圧は 6.0[Ｖ]となり，電熱線Ａを流れる電流は 0.15[Ａ]，電熱線Ｂを流れる電流は 0.3[Ａ]となる。電力は

Ｗ＝Ｖ×Ｉで計算できるので，消費した電力が最も小さい電熱線は回路Ｘの電熱線Ｂで，消費した電力は

0.2[Ｗ]となる。 

 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2012 年度 

54 

【過去問 25】 

電熱線の発熱について調べるために，次の実験を行った。下の問１～問７に答えなさい。ただし，電熱線で

発生した熱はすべて水温の上昇に使われたものとする。 

（和歌山県 2012 年度） 

実験Ⅰ 図１のような装置で，７Ｖ－14Ｗの電熱線ａを水温 16℃

の水 100cm3が入ったビーカーに入れた。この電熱線ａに７

Ｖの電圧を加えて発熱させ，ガラス棒でときどきかき混ぜ

ながら，水温を調べた。表はその結果をまとめたものであ

る。 

図１ 

 

表 

 経過時間〔分〕 ０ ２ ４ ６ ８  

 水温〔℃〕 16 20 24 28 32  

 

実験Ⅱ 実験Ⅰと同様に，７Ｖ－14

Ｗの電熱線ａ，７Ｖ－21Ｗの

電熱線ｂを図２，図３のよう

にそれぞれつなぎ，８分間７

Ｖの電圧を加えて発熱させ，水

温を調べた。 

図２ 図３ 

  

 

問１ この実験を行うとき，100cm3のメスシリンダーを用いて水を正確に測りと

る必要がある。右の図はメスシリンダーに入っている水の液面付近を，真横

から水平に見たときのようすを模式的に表したものである。水を 100 cm3測

りとるには，さらに何 cm3の水を加えたらよいか。次のア～エの中から適切

なものを１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 48.5 cm3 イ 49.0 cm3 ウ 49.5 cm3 エ 50.5 cm3 
 

問２ この実験のように電熱線に電流を流すと熱が発生する。発生した熱の量を熱量というが，熱量の単位は

何か，その単位のよみを書きなさい。 

問３ 実験Ⅰで，７Ｖ－14Ｗの電熱線ａに流れている電流は２Ａであった。電熱線ａの電気抵抗は何Ωか，書

きなさい。 

問４ 実験Ⅰについて，水の量を 100 cm3から 50 cm3にかえ，実験を行った。このとき，水温を 16℃から 80℃

にするには何分かかるか，書きなさい。 
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問５ 実験Ⅰについて，７Ｖ－14Ｗの電熱線ａを７Ｖ－21Ｗの電熱線ｂにかえ，実験を行った。このとき，４

分後の水温は 28℃であった。電熱線ｂでは，電源を入れてからの経過時間と水の上昇温度の関係はどのよ

うになるか。表も参考にしながら，解答欄のグラフに表しなさい。 

問６ 実験Ⅱについて，図２のつなぎ方は，家庭で使われる電気器具をつなぐ場合と同じである。図２のつな

ぎ方での消費電力は何Ｗか，書きなさい。 

問７ 実験Ⅱで，図２と図３では，どちらの水温が高くなったか，書きなさい。また，選んだ理由を「それぞ

れの電熱線にかかる電圧」に着目して説明しなさい。ただし，電熱線ａと電熱線ｂは，それぞれａ，ｂと

して表してもよいこととする。 

 

問１  

問２  

問３   Ω 

問４   分 

問５ 

 

問６   Ｗ 

問７ 

図   
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問１ ウ 

問２ ジュール 

問３ 3.5 Ω 

問４ 16 分 

問５ 

 

問６ 35 Ｗ 

問７ 

図 ２ 

図２では，ａ，ｂそれぞれに７Ｖの電圧がかかり，図３では，ａ，ｂ

あわせて７Ｖの電圧がかかるため，図２のａ，ｂのほうが電圧が大き

くなり，発生する熱量も大きくなるから。 

 

問１ メスシリンダーで体積を測りとるときは，液面の最も低い部分でめもりを読み取る。 

問３ 加えた電圧は７Ｖなので，オームの法則より，７[Ｖ]÷２[Ａ]＝3.5[Ω]となる。 

問４ 水の体積が半分になるので，同じ時間での上昇温度は２倍になる。よって，１分間で４℃上昇する。 

問５ ４分間での水の上昇温度が 28－16＝12[℃]より，２分間で６℃ずつ上昇する比例のグラフになる。 

問６ 「７Ｖ－14Ｗ」とは７Ｖの電圧を加えたときに 14Ｗの電力を消費するという意味である。図２は電熱線を並

列につないでいるため，どちらの電熱線にも７Ｖの電圧がかかる。 

問７ 電熱線を並列につなぐ(図２)と，電圧はそれぞれの電熱線に等しくかかる。熱量は「電力×時間」で求めら

れるため，電圧が大きくなると電力も大きくなり，発生する熱量も大きくなる。 
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【過去問 26】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2012 年度） 

問３ 図３は，２種類の電熱線ａ，ｂに加えた電圧

の大きさと流れる電流の強さの関係を表してい

る。次の１，２に答えなさい。 

１ 図３からわかる電圧と電流の関係を表す法則

を何というか，その名称を答えなさい。 

２ 電気抵抗が最も小さいものを，次のア～エか

ら一つ選んで記号で答えなさい。 

ア 電熱線ａ 

イ 電熱線ｂ 

ウ 電熱線ａと電熱線ｂを直列につないだもの 

エ 電熱線ａと電熱線ｂを並列につないだもの 

図３ 

 

 

問３ 
１   の法則 

２   

 

問３ 
１ オーム の法則 

２ エ 

 

問３ ２ オームの法則より，電熱線 a の抵抗は，４[Ｖ]÷0.2[Ａ]＝20[Ω] ，電熱線 b の抵抗は，４[Ｖ] ÷

0.1[Ａ]＝40[Ω]である。電熱線 aと bを直列につないだものの抵抗は，20[Ω]＋40[Ω]＝60[Ω] ， 

並列につないだものの抵抗は，
1

 Ｒ 
＝

1

 20 
＋

1

 40 
より，13.33…[Ω]となる。 
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【過去問 27】 

電流と電圧の関係を調べるために，抵抗器などを用いて，次の実験を行った。下の問１～問４に答えなさい。 

（山口県 2012 年度） 

［実験１］ 

① 50Ωの抵抗器Ａに，電源装置や電圧計，電流計などをつないで，図１のような回路をつくった。 

② 電源装置の電圧を変化させて，抵抗器Ａにかかる電圧と抵抗器Ａを流れる電流を調べた。 

③ 図１の抵抗器Ａのかわりに 200Ωの抵抗器Ｂをつないで，②と同様に抵抗器Ｂにかかる電圧と抵抗

器Ｂを流れる電流を調べた。 

④ ②と③の結果をグラフに表すと，図２のようになった。 

図１ 図２ 

  

［実験２］ 

① 図３のように，実験１で用いた抵抗器Ａと抵抗器Ｂを並列につないだ回路をつくった。 

② 電源装置の電圧を変化させて，２つの抵抗器全体にかかる電圧と２つの抵抗器全体を流れる電流を

調べた。 

③ ②の結果をグラフに表すと，図４のようになった。 

図３ 図４ 

  

問１ 実験１において，図２から，抵抗器を流れる電流は，抵抗器にかかる電圧に比例することがわかる。この

法則を何というか。書きなさい。 

問２ 実験１について，次に示す電気用図記号を用いて，図１の回路図をかきなさい。 

 

問３ 実験２において，全体の抵抗の大きさは何Ωか。図４をもとにして，求めなさい。 
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問４ 実験２において，電流計が 60mAの目盛りを示しているとき，抵抗器Ａを流れる電流は何 mAか。図２と

図４をもとにして，求めなさい。 

 

問１  

問２ 

  

問３   Ω 

問４   mA 

 

問１ オームの法則 

問２ 

 

問３ 40 Ω 

問４ 48 mA 

 

問３ 3.2Ｖのとき 80mA＝0.08Ａ流れている。抵抗の大きさをＲとすると，3.2＝0.08×Ｒ  Ｒ＝40[Ω]。 

問４ 図４より 60mA のときの電圧は 2.4Ｖ。並列なので抵抗器Ａにも 2.4Ｖの電圧がかかっている。図２よりＡに

2.4Ｖの電圧がかかるときに流れる電流は 48mA。 
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【過去問 28】 

電力や仕事について，モーターを使って実験を行った。問１～問４に答えなさい。 

（徳島県 2012 年度） 

 実験１  

① 図１のように，滑車をつけたモーターを机の上に固定し，電

源装置，電流計，電圧計，スイッチをつなげた。さらに，滑車

に巻いた糸に，500ｇのおもりＸをつなげ，電子てんびんの上

に置き，スイッチを入れた。 

② モーターがおもりＸを引き上げる力の強さを調べるため

に，電源装置のつまみを動かして，モーターに流れる電流の強

さを徐々に強くしていったところ，電子てんびんの示す値は，

表のように変化した。 

図１ 

 

表 

 モーターに流れた電流〔Ａ〕 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0  

 電子てんびんの示す値〔ｇ〕 500 460 420 380 340 300  

 実験２  

① 図１の装置で，おもりＸのかわりに，20ｇのおもりＹをつなげた。 

② 電源装置のつまみを調整し，その後スイッチを入れ，おもりＹを引き上げた。 

③ 図１のａｂ間をおもりＹが移動するのに要した時間は 2.0 秒であった。また，そのとき，モーターに

加わった電圧の大きさと，流れた電流の強さとは常に一定で，それぞれ 1.5Ｖ，0.2Ａであった。 
 

問１ 図２は，モーターのしくみを模式的に表したものである。図２の

ように電流を流したとき，コイルは㋐の向きに回転した。このコイ

ルを㋑の向きに回転させるには，２つの方法が考えられる。その方

法を，磁石と電流について，それぞれ書きなさい。 

問２  実験１  について，⒜・⒝に答えなさい。ただし，100ｇの物

体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

⒜ 表をもとに，モーターに流れた電流の強さと，モーターがおもり

を引き上げる力の大きさとの関係を表すグラフを，解答用紙にかき

なさい。 

図２ 

 

⒝ おもりＸを 100ｇのおもりにかえて， 実験１  を行った。100ｇのおもりにはたらく重力の大きさと，

モーターがおもりを引き上げる力の大きさとが同じとき，モーターに流れている電流の強さは何Ａと考え

られるか，求めなさい。 

問３  実験２  ③で，おもりＹがａｂ間を移動したときの電力量は何Ｊか，求めなさい。 
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問４ 図３は，エレベーターのしくみを模式的に表したも

ので，かごだけの質量はいずれも 2500㎏である。モータ

ーＡには，かごだけがロープでつり下げられている。モ

ーターＢには，750㎏の人が乗ったかごと，反対側に 3000

㎏のおもりとが，ロープでつり下げられている。それぞ

れのかごを同じ距離だけ引き上げると，モーターＡがす

る仕事の量は，モーターＢがする仕事の量の何倍か，求

めなさい。ただし，ロープの質量やまさつは，考えない

ものとする。 

図３ 

 

 

問１ 
磁石  

電流  

問２ 
⒜ 

 

⒝   Ａ 

問３   Ｊ 

問４   倍 
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問１ 
磁石 Ｎ極とＳ極を置き換える。 

電流 流れる向きを逆にする。 

問２ 
⒜ 

 

⒝ 0.5 Ａ 

問３ 0.6 Ｊ 

問４ 10 倍 

 

問１ 電流が磁界から受ける力の向きは，磁界の向きや電流の向きによって決まる。電流の向きを変えないで磁石

を置きかえるとコイルの回転の向きは反対になり，磁石の位置を変えないで電流の向きを変えても回転の向きは

反対になる。 

問２ ⒝ ⒜のグラフより，モーターに 0.1[Ａ]流れるとき，おもりを引きあげる力は 0.2[Ｎ]である。 

100ｇのおもりにはたらく重力の大きさは１[Ｎ]なので，１÷0.2×0.1＝0.5[Ａ]。 

問３ 電力量[Ｊ]＝電力[Ｗ]×時間[秒]，電力[Ｗ]＝電圧[Ｖ]×電流[Ａ]，1.5[Ｖ]×0.2[Ａ]×2.0[秒]＝0.6[Ｊ] 

問４ モーターＢはかご 2500kgと人 750kgの合計 3250kgがつり下げられているが，反対側に 3000kgのおもりがつ

り下げられていることより，実質は 250kgがつり下げられていると考えられる。 
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【過去問 29】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2012 年度） 

問２ 次の実験Ⅰ，Ⅱについて，あとの⑴～⑸の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 右の図Ⅰのような装置を用いて，電熱線Ｐに

電流を流したときの，水の上昇温度を調べる実

験をした。まず，発泡ポリスチレンのカップの中

に，70ｇの水を入れ，室温と同じになるまで放置

しておいた。次に，スイッチを閉じて，電熱線Ｐ

に 2.0Ｖの電圧を加え，水をときどきかき混ぜな

がら，電流を５分間流し，電流の強さと水温を測

定した。電熱線Ｐに加える電圧を 4.0Ｖ，6.0Ｖ

に変え，同じように実験をした。右の表Ⅰは，

実験の結果をまとめたものである。 

図Ⅰ 

 

⑴ この実験をおこなうために，カップの中に水を入れ

たところ，水温が室温に比べてかなり低かった。この

場合，水温が室温と同じになるまで放置しておかなけ

れば，電熱線の発熱による上昇温度を正確に測定でき

ない。それはなぜか。その理由を簡単に書け。 

表Ⅰ 
   

電 熱 線 Ｐ に 
加える電圧 [Ｖ ] 

2.0 4.0 6.0 

電 熱 線 Ｐ に 
流れる電流 [Ａ ] 

0.25 0.50 0.75 

水の上昇温度[℃] 0.5 2.0 4.5 

    

⑵ 電熱線Ｐの抵抗は何Ωか。 表Ⅱ 

実験Ⅱ 図Ⅰの装置で電熱線Ｐを電熱線Ｑにとりかえ

て，実験Ⅰと同じように実験をした。右の表Ⅱは，

実験の結果をまとめたものである。 

電 熱 線 Ｑ に 
加える電圧 [Ｖ ] 2.0 4.0 6.0 

電 熱 線 Ｑ に 
流れる電流 [Ａ ] 0.50 1.00 1.50 

水の上昇温度[℃] 1.0 4.0 9.0 

⑶ 電流と電圧をかけたものを電力という。表Ⅱをもとにして，電熱線Ｑが消費する電力と，水の上昇温度

との関係を，グラフに表せ。 
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⑷ 次に，右の図Ⅱのように，電熱線Ｐと電熱線Ｑを

つなぎ，水の上昇温度を調べた。まず，それぞれの発

泡ポリスチレンのカップの中に，水を 70ｇ入れ，室

温と同じになるまで放置しておいた。次に，スイッチ

を閉じて，水をときどきかき混ぜながら，５分間電流

を流した。このとき，電圧計は 6.0Ｖを示していた。

実験Ⅰ，Ⅱの結果から考えて，スイッチを閉じてから

５分後の電熱線Ｐによる水の上昇温度と，電熱線Ｑ

による水の上昇温度は，それぞれ何℃と考えられる

か。 

図Ⅱ 

 

⑸ 右の図Ⅲは，電熱線で発泡ポリスチレンを切る道具を示したものであ

る。次の文は，この道具について述べようとしたものである。文中の  

    内については，あてはまる最も適当な言葉を書き，〔  〕内につ

いては，㋐，㋑のうち，正しいものを一つ選んで，その記号を書け。 

この道具に使われている電熱線は，電気エネルギーを     エネル

ギーに変換するものである。この電熱線に同じ大きさの電圧を加える場

合，電熱線の抵抗が〔㋐大きい ㋑小さい〕ほど消費する電力が大きく

なり，発泡ポリスチレンが切れやすくなる。 

図Ⅲ 

 

 

問２ 

⑴  

⑵   Ω 

⑶ 

 

⑷ 
Ｐ   ℃ 

Ｑ   ℃ 

⑸ 
言葉   

記号   
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問２ 

⑴ 
例 

まわりの空気によってあたためられ，水温が上昇するから。 

⑵ 8.0 Ω 

⑶ 

 

⑷ 
Ｐ 2.0 ℃ 

Ｑ 1.0 ℃ 

⑸ 
言葉 熱 

記号 ㋑ 

 

問２ ⑵ オームの法則より，R＝2.0[Ｖ]÷0.25[Ａ]＝8.0[Ω] 

 ⑷ 電熱線Ｑの抵抗は 4.0Ωである。電熱線Ｐと電熱線Ｑは直列でつながっているので，各電熱線に流れる電

流の大きさは，6.0[Ｖ]÷12.0[Ω]＝0.50[Ａ] となり，表Ⅰ，表Ⅱより求める。 
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【過去問 30】 

次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2012 年度） 

問１ 太郎さんは，電流のはたらきを調べるために，図１

のような回路をつくり，棒磁石のＮ極をコイルＡに近

づけた。このとき，図１の検流計の針の振れ方から，点

ａにＸの向きの電流が流れたことが分かった。 

⑴ 次の文の①，②の{  }の中から，それぞれ適当な

ものを一つずつ選び，その記号を書け。 

 下線部の操作を行うとき，点ａに流れる電流の強さ

は，棒磁石の磁界が①{ア 強い  イ 弱い}ほど，

また，棒磁石をコイルに近づける速さが②{ウ 速い  

エ 遅い}ほど，強くなる。 

図１ 

 

⑵ 図１の棒磁石のかわりに，図２のように鉄しんの入

ったコイルＢを用意し，点ｂに一定の強さの電流をＺ

の向きに流した。図２の点Ｐは，………線上にある。次

の文の①～③の{  }の中から，それぞれ適当なもの

を一つずつ選び，ア，イの記号で書け。 

 図２のコイルＢに流れる電流によって磁界ができて

いる。このとき，点Ｐの磁界の向きは，①{ア 上向き  

イ 下向き}であり，鉄しんの点Ｐ側の端は，②{ア Ｎ

極  イ Ｓ極}になっている。また，鉄しんの入った

コイルＢをコイルＡから遠ざけると，図２の点ａに 

③{ア Ｘの向き  イ Ｙの向き}の電流が流れる。 

図２ 

 

 

問１ 
⑴ ①  ②  

⑵ ①  ②  ③  

 

問１ 
⑴ ① ア ② ウ 

⑵ ① ア ② イ ③ ア 

 

問１ ⑴ コイル内部の磁界の変化によって，電流が流れることを電磁誘導という。流れる電流を誘導電流という。

コイルの巻き数が多いほど，磁界の変化が大きいほど，誘導電流は強くなる。 

 ⑵ コイルＢは，上部がＮ極の棒磁石と同様に考えられる。これが，コイルＡから遠ざかると，コイルＡの上

部に上向きの磁界が生じ，Ｘの向きに誘導電流が流れる。 
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【過去問 31】 

電流が磁界の中で受ける力を調べるために，コイルとＵ字形磁石，電源装置，スイッチ，抵抗器，電流計，

電圧計を用いて，図１のような装置をつくり，次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。このことについて，下の問１～問４に

答えなさい。 

（高知県 2012 年度） 

実験Ⅰ スイッチを入れ電圧が 5.0Ｖとなるように電源装置を調節すると，電流計は 0.5Ａを示した。コイルに

電流が流れ，コイルは磁界から大きさＦ1の力を受け，図１中の矢印の向きに動いた。 

実験Ⅱ 実験Ⅰの装置で使った抵抗器と同じ抵抗の大きさのものをもう１個用意し，図２のように直列につな

いだ。スイッチを入れ，電圧が 5.0Ｖとなるように電源装置を調節すると，コイルは磁界から大きさＦ2の

力を受けた。次に，直列につないだ抵抗器を並列につなぎ直し，同様に電圧を 5.0Ｖとすると，コイルは

磁界から大きさＦ3の力を受けた。 

図１ 図２ 

  

問１ 実験Ⅰで使った抵抗器の抵抗の大きさは何Ωか。 

問２ 実験Ⅰでコイルが動いた向きと反対の向きにコイルを動かすためには，どのようにすればよいか。次の

ア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア Ｕ字形磁石のＮ極，Ｓ極をひっくり返し，磁界の向きを変える。 

イ 電源装置の電圧調整つまみを調節し，電圧の大きさを変える。 

ウ コイルの巻き数を増やし，磁力の大きさを変える。 

エ 抵抗器の個数を増やし，電流の大きさを変える。 

問３ 実験Ⅰ・Ⅱの結果から，コイルが磁界から受けた力の大きさＦ1，Ｆ2，Ｆ3を比較したときの大小関係を

正しく表したものはどれか。次のア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア Ｆ2＞Ｆ3＞Ｆ1 

イ Ｆ2＞Ｆ1＞Ｆ3 

ウ Ｆ3＞Ｆ2＞Ｆ1 

エ Ｆ3＞Ｆ1＞Ｆ2 
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問４ 右の図はモーターのしくみを模式的に表したものである。図

中の矢印の向きに電流を流すと，コイルは連続して回転する。こ

のとき，整流子はコイルを連続して回転させるために，どのよう

なはたらきをしているか，簡潔に書け。 

 

 

 

問１   Ω 

問２  

問３  

問４  

 

問１ 10 Ω 

問２ ア 

問３ エ 

問４ 
例 

電流の向きを変えるはたらき。 

 

問１ オームの法則より，抵抗の大きさは，5.0[Ｖ]÷0.5[Ａ]=10[Ω] 

問２ コイルを反対の向きに動かす方法には，磁界の向きを変える，電流の向きを変える，がある。 

問３ コイルに流れる電流が大きい順に並べると，実験Ⅱで２個の抵抗器を並列につないだとき，実験Ⅰで抵抗器

を１個つないだとき，実験Ⅱで２個の抵抗器を直列につないだとき，の順になる。磁界から受ける力の大き

さは，電流が大きいほど大きいので，Ｆ3＞Ｆ1＞Ｆ2の順になる。 

問４ コイルが半回転すると電流の向きが逆になり，力が逆の向きにはたらくので，常に一定の向きの力になるよ

うに，整流子を用いる。 
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【過去問 32】 

舞さんは，図１のような装置を用いて，電流が磁界の中で受ける力を調べる実験を行った。下の    内

は，その手順と結果の一部を示したものであり，図２は実験中の電流計の一部を表している。次の各問の答を，

答の欄に記入せよ。ただし，電熱線以外の抵抗は考えないものとし，実験中の電源装置の電圧は６Ｖとしてい

る。 

（福岡県 2012 年度） 

【手順】 (導線Ａは，常に図１のようにつないでいる。) 

① 図１のように電熱線Ｐをつなぎ，導線Ｂを電流計の５Ａの

端子につなぐ。次に，電源装置のスイッチを入れてコイルの振

れの大きさと向きを調べる。 

② つなぐ電熱線を電熱線Ｐより大きな抵抗の電熱線Ｑにとり

かえ，導線Ｂを電流計の 500mAの端子につなぐ。次に，電源装

置のスイッチを入れてコイルの振れの大きさと向きを調べ

る。 

【結果】 

手順①と手順②では，コイルが図１の矢印の向きに振れた。 

図１ 

 

問１ 流れる電流の大きさが予想できないときは，まず，電流計の最大の端子である５Ａの端子につなぐ。こ

のように電流計の最大の端子につなぐ理由を，簡潔に書け。 

問２ 手順②では，電流計の針は図２のように示した。このときのコイルに流れている電流は何 mAか。 

問３ コイルの振れの向きを，図１の矢印の向きと逆にする方法を１つ，簡潔に書け。 

問４ 下の    内は，舞さんが実験後にまとめたレポートの一部

である。(ア)には①か②のどちらかを，(イ)には適切な語句を入

れよ。 

手順①，②のコイルの振れの大きさを比べると，手順（ア）

の方が大きくなった。このことから，（イ）を大きくすると，

コイルが磁界から受ける力は大きくなる。 

図２ 
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問１  

問２   ㎃ 

問３  

問４ 
ア   

イ   

 

問１ 
例 

強い電流で電流計が壊れるのを防ぐため。 

問２ 150 ㎃ 

問３ 

例１ 

コイルを流れる電流の向きを逆にする。 

例２ 

磁石の磁界の向きを逆にする。 

問４ 
ア ① 

イ 電流 

 

問２ 電流計の目もりの下の値を読むと，針は 15を指している。500 mAの端子につないでいるので，目もりを 10

倍して読みとる。 

問４ 手順①と比べて，手順②では抵抗の大きな電熱線Ｑを使ったので，コイルに流れる電流が小さくなる。流れ

る電流が大きいほど，コイルが磁界から受ける力は大きくなる。 
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【過去問 33】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2012 年度 特色） 

問１ クルックス管を使って【実験１】を行った。⑴～⑶の各問いに答えなさい。 

図１のような，十字板の入ったクルックス管のＡ，Ｂの電極間に大きな電圧をかけたところ，蛍光

面に十字板の影
かげ

ができた。 

また，図２のような電極板Ｐ，Ｑを入れたクルックス管のＣ，Ｄの電極間にＤが＋極となるように

大きな電圧をかけたところ，蛍光板に光るすじが見られた。 

 図１ 図２ 

   

⑴ １対の電極を入れたガラス管の内部の空気を抜いて管内の圧力を小さくし，電極に大きな電圧をかける

と，電流が流れてガラス管が光る。このような現象を何というか，書きなさい。 

⑵ 次の文は，【実験１】について述べたものである。文中の（ ① ）～（ ③ ）にあてはまる語句の組

み合わせとして最も適当なものを，下のア～クの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

図１のクルックス管内では，（ ① ）に向かう（ ② ）線と呼ばれる物質の流れが生じている。

（ ② ）線は，のちに電気をもつ小さな粒の流れであることがわかり，この粒は（ ③ ）と名づけ

られた。 

 ① ② ③ 

ア Ａ極からＢ極 陽極 陽子 

イ Ａ極からＢ極 陽極 電子 

ウ Ａ極からＢ極 陰極 陽子 

エ Ａ極からＢ極 陰極 電子 

オ Ｂ極からＡ極 陽極 陽子 

カ Ｂ極からＡ極 陽極 電子 

キ Ｂ極からＡ極 陰極 陽子 

ク Ｂ極からＡ極 陰極 電子 

【実験１】 
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⑶ 図２の状態で，Ｐ，Ｑの電極板の間にＰが＋極となるように電圧をかけると，蛍光板に見られる光るす

じはどうなるか。蛍光板に見られる光るすじを途中までかいているので，その続きを実線でかきなさい。 

 

問２ 電熱線Ａ～電熱線Ｃを使って【実験２】を行った。ただし，６Ｖの電圧をかけたとき使われる電力は，

それぞれ電熱線Ａでは 18Ｗ，電熱線Ｂでは９Ｗ，電熱線Ｃでは６Ｗである。⑴～⑷の各問いに答えなさ

い。 

① 図３のような装置を組み立て，コップに水 100ｇを入れて，しばらく時間をおいてから水温を測定し

た。 

② 電熱線Ａを使って，かける電圧を６Ｖにして電流を流し，そのときの電流の大きさを電流計で測定

した。 

③ 電圧と電流の大きさが変化しないことを確認し，水をゆっくりかき混ぜながら１分ごとに５分間水

温を測定した。 

④ 電熱線を電熱線Ｂ，電熱線Ｃと取り替え，それぞれかける電圧を６Ｖにして電流を流し，実験を繰

り返した。 

⑤ 測定した結果を用いて，図４のように電流を流した時間と水の上昇した温度の関係をグラフに表し

た。 

 図３  

【実験２】 
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 図４  

⑴ 【実験２】の②の下線部のとき，電熱線Ａを流れる電流の大きさは何Ａか，書きなさい。 

⑵ 図４のデータを用いて，電熱線で使われる電力と電流を５分間流したときの水の上昇した温度との関係

についてのグラフをかきなさい。 
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⑶ 【実験２】の結果からわかることとして適当なものを，次のア～エの中から二つ選び，記号を書きなさ

い。 

ア 電熱線で使われる電力が同じ場合，電流を流した時間と水の上昇した温度は比例する。 

イ 電熱線で使われる電力が同じ場合，電流を流した時間と水の上昇した温度は反比例する。 

ウ 電流を流した時間が同じ場合，電熱線で使われる電力と水の上昇した温度は比例する。 

エ 電流を流した時間が同じ場合，電熱線で使われる電力と水の上昇した温度は反比例する。 

⑷ 図４のデータから，電熱線Ｂに５分間電流を流したときの発熱量のうち，水の温度上昇に使われなかっ

た熱量は何Ｊと考えられるか。最も適当なものを，次のア～オの中から一つ選び，記号を書きなさい。た

だし，１ｇの水の温度を１℃上昇させるのに必要な熱量を 4.2Ｊとする。 

ア 220Ｊ イ 320Ｊ ウ 420Ｊ エ 520Ｊ オ 620Ｊ 
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問１ 

⑴  

⑵  

⑶ 

 

問３ 

⑴   Ａ 

⑵ 

 

⑶   

⑷  
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問１ 

⑴ 真空放電 

⑵ エ 

⑶ 

 

問３ 

⑴ ３ Ａ 

⑵ 

 

⑶ ア ウ 

⑷ エ 

 

問１ ⑶ 光るすじは陰極線といい電子線のことである。電圧が加わったときの電子は，－極から＋極へと移動する。

陰極線は，電界や磁界などで曲がる性質をもつので，Ｐ(＋極)に引っぱられるようにして直進する。 

問２ ⑴ 電力は電圧と電流の積で表されるので，18[Ｗ]＝６[Ｖ]×Ｉ Ｉ＝３[Ａ] 

 ⑷ 電熱線Ｂを流れる電流は，９[Ｗ]＝６[Ｖ]×Ｉ Ｉ＝1.5[Ａ] 

電熱線Ｂから発生する熱量は，ジュールの法則より， 

発熱量[Ｊ]＝６[Ｖ]×1.5[Ａ]×300[秒]＝2700[Ｊ]…① 

 また，水の温度上昇に使われた熱量は，電流を５分間流したときの温度上昇が図４より 5.2℃なので， 

4.2[Ｊ]×5.2[℃]×100[ｇ]＝2184[Ｊ]…② 

 したがって，温度上昇に使われなかった熱量は，①－②となるので，2700[Ｊ]－2184[Ｊ]＝516[Ｊ] 
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【過去問 34】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2012 年度） 

問２ 綾香さんは，インターネットを利用して太陽光発電のことを調べ，次のようにまとめた。 

・ 太陽電池（光電池）は，乾電池と同じ①（ア 直流  イ 交流）を流す。 

・ 熊本県の家庭用のコンセントでは，②（ア 50  イ 60）Hzの周波数の交流が使われている。 

・ 光エネルギーが太陽光発電システムで変換されて，家庭用電源などに利用されている。 

⑴ ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つずつ選び，記号で答えなさい。 

次に綾香さんは，エネルギーの移り変わり

を調べるため，太陽電池（光電池）と６Ｖ－

18Ｗの電熱線を使って，26図のように，発泡

ポリスチレンのコップに 26 ℃の水 100ｇを

入れ，回路を作った。そして，太陽電池に光源

装置の光を当て，コップの水をかきまぜなが

ら２分ごとの水の温度を調べた。27 表は，太

陽電池に光を当てた時間と水の上昇した温度

を示したものである。 

⑵ 電熱線を流れる電流の大きさを測定する

には，どこに電流計をつないだらよいか。26

図のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

26図 

 

27表 

光を当てた時間〔分〕 2 4 6 8 

水の上昇した温度〔℃〕 0.4 0.8 1.2 1.6 

⑶ 太陽電池に光を当てはじめてから７分後の水の温度は何 ℃になるか，求めなさい。 

さらに，太陽電池を電源装置にかえ，６Ｖ－18Ｗの電熱線に６Ｖの電圧で３分間電流を流し，水の温度

変化を測定した。 

⑷ 下線部について，この電熱線の抵抗は何Ωか。また，電熱線で発生した熱量は何Ｊか。それぞれ求めな

さい。 

⑸ 電熱線を６Ｖ－６Ｗのものにかえ，６Ｖの電圧をかけて下線部のときと同じだけ水の温度を上げるに

は，９分間電流を流す必要がある。その理由を，電力と時間という二つの語を用いて書きなさい。ただ

し，発生する熱量はすべて水の温度上昇に使われるものとする。 
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問２ 

⑴ 
①   

②   

⑵   

⑶   ℃ 

⑷ 
抵抗   Ω 

熱量   Ｊ 

⑸  

 

問２ 

⑴ 
① ア 

② イ 

⑵ エ 

⑶ 27.4 ℃ 

⑷ 
抵抗 ２ Ω 

熱量 3240 Ｊ 

⑸ 
電流によって発生する熱量は，電力と時間の積で求めることがで

きるから。 

 

問２ ⑵ 電流計は，回路に対して直列になるようにつなぐ。 

 ⑶ 表より，時間と上昇した温度は比例している。７分では 1.4℃上昇するので，26＋1.4＝27.4[℃] 

 ⑷ 「６Ｖ―18Ｗ」より，６Ｖのときの電流は，18[Ｗ]÷６[Ｖ]＝３[Ａ]となる。オームの法則より，６

[Ｖ]÷３[Ａ]＝２[Ω] またジュールの法則より，Ｑ＝18[Ｗ]×(３[分]×60[秒/分])＝3240[Ｊ] 

 ⑸ 同じ水の温度にするには，同じ熱量を与える必要がある。電力が３分の１になっているので，時間を

長くしなければ同じ熱量にならない。したがって，３分間の３倍で，９分間電流を流す必要がある。 
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【過去問 35】 

次の文は，湿度と静電気についての広志君と麻衣さんの会話である。後の問いに答えなさい。ただし，問４

は選択問題です。 

（宮崎県 2012 年度） 

広志： 今朝は結
けつ

露
ろ

がすごかったんだ。家中のａ窓ガラスの内側が曇っていたよ。 

麻衣： 私の家もそうだったわ。結露もそうだけど，寒くなると，スカートが足にまつわりつくのも困る

のよね。 

広志： それは静電気のしわざだね。冬の乾燥した日は，静電気が起こりやすいという話だよ。 

麻衣： 乾燥しているといえば，今，どのくらいのｂ湿度なのかな？ｃ静電気の性質とあわせて，広志君調

べてみない？ 

広志： そうだね。調べてみよう！ 

問３ 下線部ｃについて，麻衣さんたちは次のような実験を行い，結果のようになった理由を下のようにまと

めた。下の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

〔実験〕 

① 図Ⅰのように，ストローが軽く回転できるように組み立て，

ストローの先Ａをティッシュペーパーでこすった。 

② 図Ⅱのように，別のストローの先Ｂをティッシュペーパー

でこすった。 

③ ＢをＡに近づけた。 

④ ②で使ったティッシュペーパーのこすった部分をＡに近づ

けた。 

〔結果〕 

・ 実験の③では，ＡはＢから離れていった。 

・ 実験の④では，Ａはティッシュペーパーに近づいた。 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

〔まとめ〕 

このような結果になったのは，こすることによって，ティッシュペーパーの中にある  ア  の電気が

ストローに移動し，ストローが  イ  の電気を，ティッシュペーパーが  ウ  の電気を帯びたからで

ある。 

⑴ まとめの  ア  ～  ウ  に，＋，－のいずれかを入れなさい。 



7 電流とその利用(中２) 電流・磁界・放射線ほか 2012 年度 

80 

⑵ ボールペンの軸をポリエチレンの袋でこすり，図ⅠのＡに近づ

けると，Ａはボールペンの軸に近づいた。 

次に，図Ⅱのストローを，軽く回転できるように組み立て，再びＢ

をティッシュペーパーでこすり，図Ⅲのように，ポリエチレンの袋

でこすったボールペンの軸をＢに近づけた。このとき，Ｂはどうな

るか。簡潔に書きなさい。 

図Ⅲ 

 

問４ 【選択問題】次のＡ，Ｂの問題のいずれかを選んで，解答しなさい。 

Ａ 麻衣さんたちは，導線のない空間に電流が流れるとき，何が起こっているのかを確かめるために，クルッ

クス管を使って次のような実験を行い，結果のようになった理由を下のようにまとめた。下の⑴，⑵の問

いに答えなさい。 

〔実験〕 

① 図Ⅳのように，Ａを－極，Ｂを＋極につなげたクルッ

クス管で放電を起こした。 

② 図Ⅴのように，Ａを＋極，Ｂを－極につなげたクルッ

クス管で放電を起こした。 

〔結果〕 

・ 実験の①では，十字板のうしろのガラス面が明るくな

り，十字板の影が現れた。 

・ 実験の②では，十字板のうしろのガラス面に，十字板

の影はできなかった。 

〔まとめ〕 

十字板の影が現れたのは，クルックス管内の空間を，き

わめて小さい粒が       飛んで，十字板にあたり，

進路を妨げられたからである。 

図Ⅳ 

 

図Ⅴ 

 

⑴ まとめの     に適切な内容を入れなさい。ただし，「極」という言葉を必ず使うこと。 

⑵ まとめの下線部の小さい粒を何といいますか。 
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Ｂ 麻衣さんたちは，静電気は電流とどんな関係があるのかを確かめるために，次のような実験を行い，結果

のようになった理由を下のようにまとめた。下の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

〔実験〕 

① 図Ⅵのように，ポリ塩化ビニルの管をティッシ

ュペーパーでこすった。 

② ①のポリ塩化ビニルの管に，蛍光灯の電極をふ

れさせてみた。 

〔結果〕 

蛍光灯は一瞬点灯し，すぐに消えた。 

図Ⅵ 

 

〔まとめ〕 

蛍光灯が一瞬点灯し，すぐに消えたのは，ポリ塩化ビニルの管にたまっていた静電気が，蛍光灯に  

      からである。 

⑴ まとめの     に適切な内容を入れなさい。 

⑵ 私たちの身のまわりには，静電気によって起こる放電という現象がある。その放電の例を１つ答えなさ

い。 

 

問３ 
⑴ 

ア    

イ   

ウ   

⑵  

問４ 

 

選択 

問題 

Ａ 
⑴  

⑵   

Ｂ 

⑴  

⑵  
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問３ 
⑴ 

ア － 

イ － 

ウ ＋ 

⑵ 例  （ボールペンの軸に）近づく。 

問４ 

選択 

問題 

Ａ 
⑴ 例  －極からまっすぐ 

⑵ 電子 

Ｂ 

⑴ 例  （すぐに）移動してなくなった 

⑵ 

例１ 

雷 

例２ 

ドアノブにさわるとパチッと音がする。 

 

問３ －の電気を帯びたストローの先Ａがボールペンの軸に近づいたことからボールペンは＋の電気を帯びてい

る。このボールペンを－の電気を帯びたストローの先Ｂに近づけるので，引き合う力がはたらく。 

問４ Ａ －極(陰極)から出ている光線を陰極線とよぶ。その正体は，電子である。 

 Ｂ 電気が空間を移動したり，たまっていた電気が流れ出したりする現象を放電という。 
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【過去問 36】 

次の問いに答えなさい。 

（鹿児島県 2012 年度） 

問１ 図１のように，電源装置（直流），抵抗器，スイッチ，電圧計，

電流計を接続し，電源装置の電圧調整つまみを動かして，電圧計が

示す電圧の大きさを変化させ，そのときの電流計が示す電流の大き

さを読みとり記録した。表はその結果である。ただし，図中のＸ，

Ｙは，電圧計，電流計のいずれかである。 

表 

図１ 

 

電圧[Ｖ] 0 2.0 4.0 6.0 8.0  

電流[mA] 0 60 120 180 240  

 

１ 図１の回路を，次の電気用図記号を用いて回路図で表せ。 

 

２ 結果から，抵抗器に加わる電圧と流れる電流の大きさには，ど

のような関係があるか。 

３ 図１の抵抗器と同じ抵抗器を，図２のように直列に２個つな

いで，電源装置に接続した。表と同じように電圧を変化させると

き，電圧計が示す電圧の大きさと電流計が示す電流の大きさの関

係を表すグラフをかけ。ただし，電圧の大きさ［Ｖ］を横軸，電

流の大きさ［Ａ］を縦軸とする。 

４ 図２において，電圧計が示す電圧の大きさを 4.0Ｖにしたまま

５分間電流を流したとき，２個の抵抗器全体で消費する電力量は

何Ｊか。 

図２ 
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問１ 

１ 

   

２  

３ 

 

４   Ｊ 
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問１ 

１ 

 

２ 比例 

３ 

 

４ 72 Ｊ 

 

問１ ２ 表より比例関係がわかる。これがオームの法則である。 

 ３ 同じ抵抗を直列に 2 個つなぐと電流の大きさは２分の１になる。したがって，表の電流の値の半分でグラ

フを書けばよい。 

 ４ 4.0Ｖのとき電流は 0.06Ａになる。電力量の公式より，4.0[Ｖ]×0.06[Ａ]×５[分]×60[秒/分]＝72[Ｊ]。 
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【過去問 37】 

図１の回路を使って電熱線ａと電熱線ｂについて，電圧と電流の関係を調べたところ，図２のグラフのよう

な結果が得られた。次の問いに答えなさい。ただし，答えは整数または小数で記入しなさい。 

（沖縄県 2012 年度） 

図１ 図２ 

  

問１ 電熱線ａの抵抗の大きさを求めなさい。 

問２ 電熱線ａと電熱線ｂを図３のように並列に接続し，電

源装置の電圧を６Ｖに調整した。 

⑴ 電流計を流れる電流の強さを求めなさい。 

⑵ 電熱線ａと電熱線ｂをひとつの抵抗として考えたとき

の全体の抵抗の大きさを求めなさい。 

図３ 

 

 

問１   Ω 

問２ 
⑴   Ａ 

⑵   Ω 

 

問１ 10 Ω 

問２ 
⑴ 0.8 Ａ 

⑵ 7.5 Ω 

 

問１ 図２から電圧２[Ｖ]のとき電流 0.2[Ａ]であるので，Ｖ＝ＩＲというオームの法則より，10[Ω]となる。 

問２ ⑴⑵ 問１と同様にして，電熱線ｂの抵抗は 30[Ω]と求まる。よって，全体の抵抗は 7.5[Ω]である。Ｖ＝Ｉ

Ｒより，二つの電熱線を流れる電流の合計は，0.8[Ａ]となる。 


